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巻頭言

筑波大学 人文社会国際比較研究機構

国際比較日本研究センター

辻中豊

本モノグラフは、筑波大学人文社会国際比較研究機構(ICR)の付属組織である国際比較

日本研究センター(CAJS)のモノグラフ・シリーズ第8巻として、現代日本の政治社会にお

けるガバナンス、特にローカル ・ガバナンスの現状に関する考察を試みる。その際には、

本センターにおいて過去に実施してきた日本の市民社会調査に関するデータを利用する。

本センターでは、筑波大学を拠点として過去 20年近くにわたって実施されてきた JIGS調

査（団体の基礎構造に関する調査）による、 15カ国、合計6万件を超える市民社会組織の国

際調査データを保有している lo

このモノグラフでは、現代日本のガバナンス状況を考察する際に用いる検証材料とし

て、 J-JIGS2と総称される複数の市民社会調査データを利用する。J-JIGS2プロジェクトで

は、 2006年から 2008年初めにかけて 4種類の調査、すなわち「町内会 ・自治会調査」、

「社会団体調査」、「NPO法人調査」、および「市区町村調査」を各方面で実施し、その主

な成果は現代市民社会叢書（木鐸社）として刊行された。しかし、これらの図書を含む成果

は、基本的には各々の調査結果を逐次検討したものであり、異なる調査間の比較やそれら

の複数調査データを 1つのデータセットとして統合的に検証するという試みまでは完結し

ていない。この点に関しては、相当数の主要都市について 4つの調査データを突き合わせ、

相互参照しつつ詳細に分析をすることが可能であり、また必要であるということを過去に

1 この一連の調査は、 JapanInterest Group Survey (のちに、 JapanInterest Group Studyと改称）という当初用い

られた英語の名称から JIGSと略記することとし、各国の調査に関しては、その表記の前に各国の頭文字をつ

けて（たとえば、日本の製査であれば J-JIGSというように）区別している。その後、英語での名称は、Cross-

national Survey on Civil Society Organizations and Interest Groupsに変更されている。
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指摘した（辻中豊 ・伊藤修一郎編『ローカル ・ガバナンス』）。本モノグラフは、この目的

を達成する足掛かりとして、統合された調査データをもとに日本のローカル ・ガバナンス

をめぐる都市比較を試みようとするものである。その際には、比較分析対象として抽出さ

れた 64都市を分析単位として考察する。今後は、その分析結果を踏まえたうえで、より

完成された結論と理論構築に向けてさらなる検証を実践する予定である。

本モノグラフの構成は、次のとおりである。第 1章では、現代社会におけるガバナン

スの視点に関して既存の研究を振り返り、政治社会におけるガバナンスとは何かというこ

とを議論する。特にネットワーク ・ガバナンスと呼ばれる分析枠組みを検討することで、

現代のガバナンス論を理解する。その過程を通して、ローカル ・ガバナンスに関する理論

化と実証の実践に向けた枠組みに資する情報と知識を提供する。

第 2章では、日本の地域レベルにおけるローカル ・ガバナンスの考察として、当該 64

都市におけるガバナンス状況と制度配置等の関係を検証する。この場合のガバナンス状況

とは、自治会等の住民自治組織および非営利組織(NPO法人と社会団体）から成る市民社会

組織が所在する自治体（市区）の公共政策に対する満足度を主に指している。この情報を用

いることで、自治体の制度配置とその地城のガバナンスの関係性を探ることができる。

第 3章は、第 2章の議論を受けて、住民自治組織と非営利組織、そして自治体という

三者の関係性をガバナンスの視点から個別に考察することを目的 9とする。これらのアクタ

ーのネットワーク状況を見ることで、ローカル ・ガバナンスをめぐる地域特性とその一般

化に関するディスカッションが可能となる。

最後に、本モノグラフの付録として、都市比較のために当該 4調査のデータから得ら

れたガバナンス状況に関連する変数の情報を掲載する。数字を羅列した表では直餓的につ

かみにくい情報も、グラフとして視覚化することで、よりわかりやすい情報提示ができる

ものと期待される。分析対象として指定した日本の 64都市における市民社会調査の結果

を手軽に調べられる資料として本モノグラフを閲覧いただき、それが今後の日本そして国

際比較にもとづくローカル ・ガバナンス研究への一助となれば誠に幸いである。

2016年 3月

... 
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第 1章

社会ガバナンスの視点

阿部弘臣

ガバナンスと市民社会組織

本章では、このモノグラフがテーマとしているローカル ・ガバナンスとの関連として、

現代のガバナンス論におけるパラダイムの変遷と理論的な枠組みの構築を検酎する。社会

ガバナンス論では、その理念型的状況を政府の「舵取り 」と、市場および市民社会の 「船

漕ぎ」によってたとえる。つまり、民主的な政府や自治体は政策決定過程を通して方向性

や指針、つまり諾会制民主主義を通じた社会の政策目標を示しはするが、その実施自体は

民間主体に委ねられるという意味である。これはポスト福祉国家における小さな政府およ

び「大きな市民社会」の志向といえるものである。古典的なガバナンスは、いわば市民社

会なきガバナンスとでも呼ぶことができる一方、現代のガバナンスは市民社会とともにあ

る。ガバナンス空間のもっとも中核的な部分に存在するのは国家ではなく 、市民である。

ただし、ガバナンス・アクターは通例ただの個人ではなく 、組織で活動するものであるか

ら、ガバナンスの空間においてもっとも枢要となるアクターは市民社会組織である。その

一方で、変容を余儀なくされた国家は、この状況下においてかつてとは異なる役割を担う

ことになる。国家および地域における政府 ・議会と社会組織の関係は、どのように捉え直

せばよいのであろうか。

ガバナンスの議論は、上記の観点に加えて、さらに代議制の限界とその補完、すなわ

ち間接民主主義だけでは難しい公共善の実現という前提にもとづいている。様々な組織や

社会的属性とつながった人々の共通利益、あるいは社会全体の合理性といったものを追求

するうえで、われわれは必ず集合行為問題に直面することになるが、そのための解決法こ

そがガバナンスなのである。 しかし、ガバナンスという場と手段は盤石ではない。国家と

市場が失敗するように、ガバナンスもまた社会的調整の失敗を招来する。 どうすればガバ

ナンスは成功し、グッド ・ガバナンスは達成されるのかという問いは、社会科学方法論を

伴うことで導き出されるものと考えられる。
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ガバナンスにおける政府 ：エージェントからメタガバナーへ

これまでのガバナンス研究では、プリンシパルもしくはステークホルダーである市民と、

彼らのエージェントとしての政府関係者といった従属的関係に注目されることが少なくな

かった。そのような構因は、コーポレート ・ガバナンスの枠組みを政治の世界に応用した

ものとして捉えられる。まず、プリンシバルーエージェント(PA)の固式をローカルレベル

でより厳密に解釈すると、第一のレベルとして有権者たる市民と自治体首長の PA 関係が

あり、その下位に首長と自治体幹部職員、さらには自治体職員間にも上司と部下という

PA関係が存在しているこ とがわかる（もちろん、議会においても有権者と議員のあいだに

PA関係がある）。その結果、包括的にみれば市民と自治体職員のあいだにも一種の PA関

係が存在すると いえることになる。公務員は公僕であるという、日本国憲法が想定する主

権者と自治体職員の関係は、実際にはこのような一般的形式にもとづいた多層関係に分解

することが可能である。それは、たとえば企業において株主と経営者のつながりを PA で

捉えられる一方、経営者と従業員、また場合によっては顧客とそれらの人々のあいだにも

似た関係が当てはまるということと同じである。要するに何が言いたいかというと、ガバ

ナンスをめぐる関係アクターを PAという明確な上下関係ないし階統制の枠組みで捉えよ

うとすると、私的領域に劣らず、もしくはそれ以上に多層的で複雑となってしまう可能性

がある。

たとえば、コーポレート・ガバナンス論を応用した河野(2006)や伊藤・近藤(2010)の議

論では、社会ガバナンスについてプリンシパルという用語が避けられ、代わりにステーク

ホルダーによる政府（エージェント）の規律づけという表現が定義として用いられた。つま

り、政府の統制は公共政策決定を取り巻くマルチステークホルダーによって実現されると

いう発想である。この点に関連して、 図 1.1は組織論におけるコーポレート ・ガバナンス

の形態としてのステークホルダー ・モデルを、また図 1.2はそのようなモデルを地方政治

に応用した例としてステークホルダー論にもとづくローカル ・ガバナンス ・モデルを、そ

れぞれ提示している！。図 1.2におけるいくつかの矢印が示しているように、少なくとも

政治社会のガバナンスを論ずる際には、社会組織のあいだの関係にも注目しなければなら

1 図 1.2では地方政府と中央政府の開係が明示されていない。補完のため、ここでは自治体と中央政府に関

する一般モデルを引用する(Stoker1991)。第一に、比較的独立性の高い自治体が想定できる。これは国家レベ

ルの制度設計の問題である。第二のモデルは、中央政府の地方局的な存在としての自治体である。財政的に

自立できない自治体は、このような立場に置かれることになる。そして第三に、中央と地方の相互作用が考

えられる。これはたとえば、プロジェクトの計画についてジョイント ・ディスカッションを通じて中央政府

と自治体が互いに取り組むことなどが挙げられる。注意すべきは、これらは一国単位で適用されるものでは

なく、地域や政策領域によって定義される。
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図 1.1 ステークホルダー ・モデル

出典： Donaldson and Preston (1995) Figure 2をもとに作成。

図 1.2 ステークホルダー論のローカル ・ガバナンスヘの応用例

出典：伊藤 ・近藤(20I 0)因 1-2。
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ない，；

もちろん、これらのモデルによって既存の PA理論が完全に打ち消されるわけではない。

民主政府は市民にとっての公共エージェンシーにほかならず、それをいかにコントロール

するかが民主政治の存立とその実質的部分に対する補正にとっての課題となる。しかし、

それと同時に欠かすことのできない視点が、社会アクター間の水平的関係とそこに介在す

る舵取り役としての政府である。昨今のガバナンス論においては社会組織間や政府との双

方向な関係性や水平性、またコラボレーションやパートナーシップといった概念を用いて

議論が展開されることが多い。つまり、少なくとも規範上は、社会の中心にあるのはもは

や国家や地方政府ではなく、民間の組織となっている。そのパラダイムのうえに市民社会

ガバナンスに関する議論を重ねるのが適切であると考えられるかぎり、民主政府はただの

ェージェントではなく、ステークホルダーによって一方的に規律づけられるシステムでも

ない。これがガバナンス論における一種の揺り戻しとなるわけだが、政府もまた社会を管

理しているのである。その場合の社会管理とは、伝統的もしくは権威主義的なそれではな

く、政策ネットワーク に関わるマネージメ ントのことである。確かに政府の規模は縮小し

たといえよう。留意すべきは、政府は決してガバナンスによって縮小しているのではなく 、

むしろそれを受けて変化し、次の段階へと移行しているということである(Kooiman2003)。

その意味において、ガバナンスの進行によって政府の役割は変化してきたといえ、依然と

して市民社会にとって政府は重要である。本稿では、そのことを以下で言及するネットワ

ーク ・ガバナンス論から見出す。

既存のステークホルダー論を代替する、本稿におけるガバナンスの視座とは何か。本

稿ではガバナンス ・ネットワークの水平的側面を重要視し、ステークホルダーに統制され

る政府というよりは、むしろ競合ないし対立する社会的諸価値に対してコンフリクトを生

じさせている市民社会における調整役、調停者、もしくは管理者としての政府と 、その社

会における概ね対等なグループとしての市民社会組織を想定して議論していきたいと考え

ている。この視角は、じつはステークホルダー論に対して矛盾をもたらすものではない。

ゲームの観点からいえば、互いの行動計画について調整が必要なマルチステークホルダー

が、共通利益（集団合理性）の実現を目指して自己規律(self-regulation)のために、エージェ

ントたる政府に監督権の発動を命ずるようなものである。換言すると、国家や自治体はス

テークホルダー社会のまとめ役であり、 メタガバナンスの管理者である。メタガバナンス

とは、後述するようにネットワークの管理を意味する。今や政府はメタガバナーとして、

-4-
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ガパナンス空
（地域福祉言1

繹

臼 悔事蝉
［ 民間企業

NPO法人

社会福祉法人等
• I . ,, 

ー［ 市民

図 1.3 ローカル・ガバナンスのイメージ例（地域福祉計画）

出典：永田(2013)図表 0-1を一部修正．

市民社会の周辺もしくはそれと水平な位置に存在しているともいえる。市民社会の文脈で

は、政府はこの意味においてとくに存在意義を持つ。

図 1.3が示すのは、永田(2013)による地方福祉計画に関するローカル ・ガバナンスのイ

メージである。これが固 1.2と違うのは、（中央）政府がガバナンス空間に対してガイドラ

インとしてメタガバナンスを行使することを明示しているところである（政策や地域レベ

ルによっては、地方政府が主導的役割を担う）。個別アクターの関係が強調される図 1.1 

および図 1.2にくらぺ、 図 1.3はガバナンス空間という共通の場にステークホルダーが集

うような印象を与える。本稿で取り上げるガバナンス ・ネットワークは、このガバナンス

空間における政府を含む関係アクターを水平ネットワークで結ぶようなイメージである。

ガパナンスの規範 ：代議制と選挙の限界

現代的な意味での政府の統治に対するガバナンスとは、本来規範的な側面として公共

善や社会的包摂といった社会的価値の創出を含有する用語として通用している。すなわち、
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ガバナンスには 「熟鏃的取組み」(Torfing2007: 3)が伴う。よって、そういった社会的協調

や利他的志向の観点を持たない分析枠組みは、近年の社会ガバナンスやネットワーク ・ガ

バナンスにおける定義を必ずしも満たさない。他方、上述の定畿とそのコロラリーによれ

ば、社会を構成するステークホルダーの利益が生む外部効果として公共利益の概念を捕捉

することができる（河野 2006:15)。これは、ステークホルダーが自己利益を追求する結果、

外部経済として共通利益や集団合理性がその社会にもたらされうることを示唆している。

そして、ガバナンスが社会的価値の創出をもたらす過程をより形式的（フォーマル）に論じ

ようとする態度としても、外部効果の視点は意義がある。その一方で、公共の福祉という

外部経済もしくは主要目的をより強調して現代ガバナンスを論ずることも重要である。

ガバナンスを通じた新価値創出という視点からいえば、自己利益の最大化のため（だけ）

にエージェントを統制するという、従来の特殊利益政治を祐彿とさせる‘‘節約的な,,見方

は新しいガバナンスにとっては不十分となる。明らかに、 「ガバナンス」は単なる利益政

治とは異なる。それは、規範的な政治理論でよく知られた熟議（討議）民主主義と呼ばれる

概念に近く、公共哲学との関連性が見られる。これは織会制民主主義という既存の枠に対

する補完として、いわば討議制民主主義の側面から社会における公正を維持しようとする

考えである。つまり、大枠としては民主制には 2つの回路があり、第一の回路が伝統的な

代表民主制、そして第二の回路が市民社会を中心にした参加と討議の民主制である（篠原

2004: 188)。熟議民主主義の専門家は、次のように昨今の民主的趨勢を観察している（山

崎 ・山本 2015:19):

代表制がかつてのような自明性を喪失しているとすれば、私たちの枠組みもまた再検討

が必要であろう。したがって私たちには、代表制民主主義が抱え込んだ諸問題を看過す

ることなく、私たちの諸前提を問い直すことを辞さない「ポス ト代表制の政治学」が必

要なのだ。それは代表制を所与とすることも、あるいは代表制に失望し尚早にそれを否

定することもない、きわめて両義的な態度を求めるものになるだろう。

「ポスト代表制」の意味するものが漸増的な改善にすぎないのか、急進的な解決となりう

るのか、もしくはその中庸なのかは各国 ・地域の文脈や歴史に依存するが、他方でガバナ

ンス論が説明するものは現実的であり、必ずしも急進的ではない—革新的ではあっても革

命的ではないーという印象を受ける。たとえば、参加民主主義のイノベーションは代誦制

の衰退を意味するが、それは代議制のオルタナティブではなくサプリメントであるとされ
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る(McLaverty201 I)。同じように、代議制を前提とした補完的な意味合いでの参加、討議、

包摂という方向性が社会ガバナンスのイメージと概ね重なる。熟鏃民主制の高まりは、従

来の利益政治の枠内におけるロビー活動を通じた多元主義競争の限界の察知を示している

とともに（ただ、定量的証拠が十分にあるわけでもないが）、その議論はガバナンスを通じ

た社会状況の改善という現実の現象を規範の側から補足する土台の 1つとして考えられる。

展望

以上の鏃論をまとめると 、各アクターの個別合理性に加えて社会を包摂する全体合理

性をも同時に満たすような協調的状況の描写（成功と失敗）とそのモデリングが現代ガバナ

ンスの射程に要請されているといえる。 Enroth(2011)や伊藤 ・近藤(2010)からも示唆され

るように、近年のガバナンス論の潮流においては政府としての従来型機能を喪失したとい

える国家がその再編に向けて、いわば社会的に制約された権威の行使のために何ができる

のかという論点が浮上してくる。それと同時に、市民社会と公共政策への影響力行使を前

提とした社会アクター間のネッ トワークや協力に向けた調整も重視せざるを得ない。その

過程を通じて、ガバナンス論の規範が有する公共性をも加味する必要がある。ゆえに、ネ

ットワーク ・ガバナンスでは、これらの視点のすべてを分析枠組みに組み込んで検討する

のが適当であり 、また現に事例研究を通して実践されてきたと考ぇられる。

ただ、方法論的な限界がそこにはある。ガバナンス研究のほとんどは、特定の文脈や

事例研究のみに依存するという地域研究的傾向から脱することができていない（この点は

十分に争点化されておらず、課題として広く認識されているとはいえない）。つまり、そ

こでは主にヨーロッパを中心とした個別の記述的観察が重ねられてきたが、1つやごく少

数の事例から因果律を検証したり、国家の枠組みを超えて普遍的に命題を提示したりする

ことは技術的に困難である。しかも、そこではセレクション ・バイアスが見られ、全体的

に成功事例（のみ）に焦点が当てられることが多い（永田 2011:26)。従属変数のばらつきを

考慮すべきであるという質的分析のルール(Kinget al. 1997)は、地域研究ではあまり意識

されないのである。したがって、今後のガバナンス研究は、規範的な解釈論や分厚い記述

よりも、説明や因果的推論により多くの労力が注がれてしかるべきである。

最終的には多国間の比較分析が望ましいというべきだが、本稿はその準備段階の 1つ

として既存の 日本全国調査データを利用することで、理論化（因果的説明）と一般化という

社会科学の目標に向けて今後の研究の推進力となることを目標とする。
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特殊利益政治

様々な国において政治社会のガバナンスが要請されるのは、もちろん理由があっての

ことである。一般的には、福祉国家の機能不全とそれに伴う分権化と民営化、また外部へ

の委託や NPM(new public management)に関する取組みといった一連の流れが挙げられ、

その過程との関連で国家は空洞化したといわれてきた2。そうした背景のなか、様々な政

策領域において議会制民主主義の限界という現象が広く認知されたため、市民社会はそれ

を自主的に克服しようとしてきた。それでは、既存の民主政治過程における主要な問題点

とは何か。 1つは社会選択論や投票理論の知見からわかることとして、選挙制度が必ずし

もその地域の有権者の意思をうまく代表させているとはかぎらないという点が挙げられる。

選挙制度は多数代表制と比例代表制に分類できるが、そのどちらを採るにせよ、国政およ

び地方選挙において社会全体を網羅するかたちで代表者の議員を選出させたり、議会政党

にその役割を完全に与えることは不可能といってよい30 

もう 1つはレントシーキングの問題であり 、民主制における特殊利益はしばしば一般

利益よりも重視されるかたちで事実上政治過程を支配する。民主制に不可欠な選挙過程は

利益政治そのものである。その過程において、「利益が平等に代表されるのであれば、政

府が利益団体に利用されるのも悪くはないが、現実はそうではない」 (Aquinaand Bekke 

1993: 166)。現実は、平等よりも競争である。たとえばBinderkrantzet al. (2015)が示した

ように、団体の活動リソースの規模はその団体が複数の政治アリーナに出現する可能性を

高めると考えられる。団体の財政規模が大きいほど、アドボカシーヘの傾倒が強まるとい

う相関も確認されている(Pekkanenand Smith 2014)。簡単にいえば、大きな組織ほど政治

的に（プロ）アクティブで強い影響力を持つということである。市場の理論でいえば、現実

の特殊利益政治ではリソースの不平等が特定の勢力に対して「規模の経済」もしくは収穫

逓増／一定の効果を与えて不完全競争をもたらすため、多元社会における配分が社会的に

望ま・しくなるという保証はない。つまり 、何らの社会的調整もないまま時間が経過すると、

富める者はより一層社会的影幽力を強め、弱者はますます競争社会の窮地に追い込まれて

2 空洞化という通説的見解に対し、階統制は依然として統治機構におけるもっとも一般的特質であるという

趣旨の反論がある(Kooiman2003, Lynn 2011)。実際に政府が空洞化しているかどうかは程度の問題であり、ま

た政策領域によって事情は異なるであろう。

3 代表性について、比例代表制が単純多数制よりも優れているという解釈は正しくない。二大候補者で争わ

れることが多い小選挙区単純多数制であっても、その代表候補者選出過程（選挙前）において政党や社会グル

ープ間のあいだでは調整が行なわれる。比例代表制の場合、選挙後において政党間でやはり調整がなされる。

つまり、これらの制度間において代表性の実質的な差は大きくならない。たとえば、 Shepsle(20 I 0: 215-217) 

を参照。
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いく可能性がある。

この格差の度合いは、庶民が支配する民主社会においてこそ弱められてきた＼しかし

他方で、ポスト福祉国家は代議制などの民主的メカニズムが十分に機能しないことを自ら

体現してきた。そのような社会的不均衡を矯正するためのメカニズムを、われわれは社会

ガバナンスと呼ぶ。ネットワーク ・ガバナンスは、現代社会をよりよい方向に仕向けるた

めの理解の仕方であり、そのパースペクティブは社会問題の解決を手助けする。

ネットワーク ・ガバナンス

以下では、ガバナンスの一形態として注目すべきネットワーク ・ガバナンスについて考

察する。一般にネットワークといえば 1つの大きな団体的結合が想像されると思われるが、

たとえば、全世界を取り巻くインターネットが国レベルで管理され、またそのネットワー

クが組織の建物やそのなかの部屋ごとに細かく構成されているように、 1つの大きなガバ

ナンス ・ネットワークも複数のサブネットワークに分解することが可能である。つまり、

ガバナンスでいうネットワークは、より範囲の狭いものとして理解したほうが文脈によっ

ては的確である。ある定義によると、狭い範囲のネットワークとは 3つ以上の自律的組織

からなるグループのことで、このグループは個別組織の目標ならびにグループで共有する

目標を同時に追求することになる(Provanand Kenis 2008: 23 I)。ネットワーク論は、した

がって分析のレベルに応じてこれら全体の集合を指すこともあれば、特定の 1ないし少数

のネットワーク ・グループに焦点を当てて議論することも可能である。

ネットワーク形成については、主に次の 3つの形態を挙げることができる(Griggsand 

Howarth 2007)。すなわち、①多元的競争と包摂、②競争による排除、③偽合意(false

consensus)による排除であり 、簡単にいえば競争と協力にもとづいてネットワークに含ま

れるか除外されるかのどちらかが形式的結果として観察可能となる又ネットワークは自

己組織化されるものであり、それ自体は（たとえば政府機関とは異なり）政府に対してアカ

ウンタブルではない（邸odes1996)。他方、ネットワークは上から形成されることもあると

いう説(S0rensenand Torfing 2005: 204)もあるが、上からを強調しすぎるとコーポラティス

ト的な響きが生じるため注意が必要である。メタガバナンス（後述）として知られるように、

政府は間接的もしくは不完全なかたちでネットワークを運営することもある。

Aceinoglu and Robinson (2005)は、このロジックをフォーマル ・モデルとして明らかにしている。

5 それでは、どのようなときにネットワークにおいて組織は包摂され、もしくは排除される（包摂されない）

傾向にあるのか。
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Torfing (2007)によれば、ガバナンス ・ネットワークは公共的価値の創出に資するネット

ワークを意味するため、私的問題解決の手段にすぎないネットワークはガバナンス ・ネッ

トワークと呼ぶに値しない。同時に、このネットワークは単に公共政策の形成や実施に関

することだけに作用するのではなく、その過程を通して新たな知識、アイディア、規範的

傾向や共同取組みといった、必ずしも有形でない副産物をも生み出すという。前述のとお

り、ネットワークと熟議との関連性が認められる。

国家を代表とする既存の階統制ネットワークでは、明確な上下関係の描図が存在する。

しかし、ガバナンス ・ネットワークでは、社会アクター間の水平的関係が前提とされるこ

とが多い。そのときに政府が社会アクターと水平的であると仮定されることも少なくない

が、しかし場面によって政府は中心的役割を担う特別なアクターと見られることもあり 、

政府と社会組織の関係性は一概には規定しがたい側面がある(Pierreand Peters 2000)。また、

階統制とは異なり、ガバナンス ・ネットワークは分権的な構造となっており、比較的開か

れた状態にある。この点は、かつての政策ネットワーク論やネオコーポラティズムが閉じ

たネットワークを想定してきたということと一線を画している。さらに、ガバナンス ・ネ

ットワークは、開かれているがゆえに専門家集団だけを想定しているわけではなく、文脈

に応じて様々な非専門的市民組織の参加も想定することができる。ネットワークヘの参入

は永続的である必要がないため、場合によっては一時的かもしれないし、あるいはより安

定的なネットワーク構築のために無期限な協力体制が維持されることも考えられる。アク

ター間のリソース交換の必要性によって、継続的な相互作用が要求されるともいえる

(Rhodes 1996)。ネットワークの維持についてほかの次元とともに考えると、市民社会アク

ターは自己の関係する社会問題を解決しよ うとするときに、社会レベルのネッ トワーク に

依存することもできるし、それ以上に効率的な手段が従来のルート上にあるならば、政府

もしくは市場における解決法を模索することになるであろう。

ネットワークと類似する概念に、コラボレーションやパー トナーシップがある。これ

らの定義を Sullivanand Skelcher (2002)に求めると 、コラボレーションはポジテイプな結果

をもたらす共同プロジェクトにおいて他者とともに作業することを指し、パー トナーシッ

プは目標の共有や合意といった側面が強調され、契約より長期的な視点があるといえる。

いずれもパレート改善的な結果にむすびつく政策に向けた協働を意味しており、この点は

ネットワークの理念と共通している。本稿ではガバナンス ・ネットワークの部分集合的な

手段として、これらの概念を包含させておく ことにする。

-10-



ほかに、ネットワーク ・ガバナンスに関する重要な概念の 1つに、組織間の相互依存

性という視点がある。しかも、これには 2つの意味がある。 1つは市民社会レベルにおい

て、もう 1つは政府と社会の関係において、相互依存が重要となる。政府 ・自治体と社会

の相互依存性は通説として定着したといえるが(Sellers2011)、それは政府が現代社会にお

ける問題発生やすべての市民集合の選好を単独では把握できないことを意味している。こ

こに政府の空洞化の一部を見出すことができるが、それはもはや代表民主制が十分に機能

していないことを示唆している。人々の選好を政府に伝える方法として、投票からコミュ

ニケーションヘの転換(Dryzek2000)は、ネットワーク・ガバナンス論においてより大きな

意味を持つであろう。ただし、代鏃制が崩壊したわけではないということは留意すべきで

ある。

一般に、 一組織がある政策領域において単独で結果の変更に影魯を与えることは困難

であるから、小規模組織はとくに（サプ）ネットワークをともに形成する他団体との協調が

非常に重要となる。ネットワーク ・ガバナンス論において核心となるべき注目点の 1つは、

この協調可能性と集合行為問題の解決可能性についてである。この点からしても、ガバナ

ンスでは協力や提携などを通じた組織的つながりが意義を持つということが理解できる。

ゲームの観点からは、組織間の戦略的相互依存関係が問題解決に必要な社会的調整やそこ

で均衡となりうる社会的帰結の範囲を決定づけるといえるため、各組織の選好もまた分析

上注目すべきポイントとなる。

そして、新制度主義の観点からいえば、ネットワーク ・ガバナンスを取り巻く政治 ・

社会制度もまた重要である。公式および非公式なルール（政府の公式制度から社会の慣習

や規範まで）に依存するかたちで組織間の交流形態や政府との対話や調整は実質的に変わ

ってくるといえるため、既存の制度がどのように配置されていて、それがガバナンスの質

にどういった影響を与えているのかということは十分に検討する必要がある。ネットワー

ク ・ガバナンスはゲーム的な相互作用があり、アクターはゲームのルールによって規律づ

けられているといえる(Rhodes1996)。

それとともに、制度選択はガバナンス状況を改善させるための手段となるから、これ

も政府 ・議会レベルおよび社会レベルでの検討が分析者に勧められる。さらに、ネットワ

ーク 自体がインフォーマルな制度である(Rhodes2000: 63)という点も看過すべきでない。

社会アクター間の同意にもとづくネッ トワーク・ルールによって信頼とコミュニケーショ

ン機会が構築されることになるが、それは他者の行動予測に関する不確実性の低下を意味
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するから、社会的調整（非階統制的調整）にとって好都合というべきである。

以上の議論を、ガバナンスに関する 3つの論点としてまとめておこう (Kooiman2000, 

2003)。論点とは、①問題解決と機会創出、②制度設計（構造的条件）、そして③メタガバ

ナンス（ガバナンスの管理）である。①はネットワークが問題の発生や解決手段の探索にと

って有効となりうることを意味する。より広い意味でのガバナンス ・ネットワークのなか

には政府代表や議員なども含めることができるため、争点化やロビー活動の意味において

も社会問題の解決を促すにはネットワークの活用が好都合である。また、②については、

すでに十分に語られてきたように制度設計が政治的結果に与える影響は大きいため、ネッ

トワークの形成から運用にいたるまで既存の制度に着目することには意味がある。同時に、

問題解決のためにはどのような制度配置が望ましく、そのために社会組織が団結して交渉

できるかどうかいったことが焦点となる。最後に、③のメタガバナンスについては後述す

るが、ネットワークに含まれる、あるいはネットワークを統括する存在としての政府 ・議

会メンバーは調整者として重要な役割を持ちうるため、その存在意義や方法などについて

は理論的な検討とともに実際に事例においても注目すべきである。

ガバナンスの質保証

ガバナンスは、それが代議制へのサプリメントである以上、もう 1つのルートと して

市民の政治参加を促す形態として捉えられる。長年、議会や政府への反発として社会運動

や織会内外におけるロビー活動、抗議活動などが市民レベルで展開されてきたといえるが、

それをより体系的に、現代的な文脈で捉え直したものが社会ガバナンスとして表出してき

たと考えられる。

効率的な民主制とは、参加と代表の混合によって成り立つものである。つまり、参加

によって人々の選好や物事の見方を細かく見極め、なおかつ代表民主制によって意思決定

の集計を行なうことが、われわれには要請されている(Walsh1996)。社会ガバナンスの成

功のためにはすべてのアクターの貢献が要求される(Dixonand Dogan 2002: 189-190)という

指摘は理想的ではあるが、現実には困難を伴う。その場合の成功とは、後述する調整に関

する成功ではなく、 ガバナンスの質保証という意味として解釈すべきである。参加（直接）

民主主義は近隣住民レベルでは的確な手段となるが、日本でいう市区レベルから都道府県

レベル、そして全国へと行くにつれて一層その運用は困難となる。根本的には、ステーク

ホルダーの人数が増えれば増えるほど、個々の影響力は小さくなり、また囚人のジレンマ
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を代表とする集合行為問題が深刻化していくからである。この点を踏まえると、住民自治

組織や地域レベルにおける非営利組織が媒介する市民のローカル ・ガバナンス ・ネットワ

ークこそが、市民ないし国民全体の福祉を向上させていくうえで鍵となっているというこ

とがよく理解できる。

ネットワーク ・ガバナンスは政治に対する市民参加を促す。従来型の政策決定過程に

くらべると、ネットワーク ・ガバナンスは政策過程上の責任を曖昧にしてしまうといえる

が、より広範なアクターの参加という点では選挙過程（立候補）よりも制約が少ないという

大きな利点がある(Mathurand Skelcher 2007)。選挙制度とは与党の政権獲得や現職議員の

再選のために設計されるようなものであるから、必ずしも公正かつ均等に有権者の意思を

反映させるシステムにはなっていない。社会的少数派の声を聞き逃さず、それらを効果的

に政治に反映させようと思えば、直接参加が合理的に選択される機会が増えるのは現代社

会的状況においては必然的結果とも考えられる。ネットワーク ・ガバナンスに要求される

のは、新興のネットワークにより多くのアクターを包含し、意味のあるかたちで意思決定

の場にこれらのアクターの声を届けることである(Griggsand Howarth 2007)。よって、参

加民主主義を推し進めるという意味でもネッ トワークの強化は意味があるといえる。

ガバナンスを質的に成功させるうえで参加以外に重要となる要素は、議員と行政職員が

アカウンタプルであることである(Blair2000)。言い換えると、ガバナンスの運用を効果的

に行なうには、政府側の能力とリソースの問題が根本的には問われるという ことである。

ところで、代議制が機能を一部喪失したあとのポスト自由民主政治には、競争よりも平等

の追求が要請されている。自分だけではなく、ほかの人たちとともに利益を追求するとい

う発想が現代的価値観だからである。その意味でガバナンスによって目指されるものが市

民社会における公正や正義である以上、そこではやはり社会民主主義的な価値観が重視さ

れることが多い。 Sellersand Lidstrom (2007)によれば、地方政府の能力や強さは社会民主

主義の傾向と関連している。つまり 、自治体の財政 ・行政能力の高さは福祉型国家の形成

にとって必須条件であり、ローカル ・ガバナンスの基盤がある国だけが社会民主的な福祉

国家としての側面を持つことができたという。国政政党の方針も重要だが、しかし強い地

方政府なくしてはその政党の計画も実現できなかったというわけである。

自治体の財政が健全で役人の能力が高いほうがより高いパフォーマンスを実現できる

という命題は、直観に反しない非常に納得のいく結諭である。しかし、ある地域における

ローカル ・ガバナンスの状態を改善しようと思っても、その自治体の財政と能力を一定期
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間内に改良するのは困難であり 、短期的には不可能といってもよい。長期的に考えてみて

も、それができないからこそ弱い自治体は弱いままなのである。一方、所与の芳しくない

状況下においてローカル ・ネットワークを充実させる、そして地元の参加民主主義を強化

するという対処法はより現実的で即効的かもしれない。

ガバナンスの失敗

国家は失敗する。市場は失敗する。同様にして、ガバナンスも失敗する。それは、 「ガ

バナンス・ネットワークは万能薬ではない」(Torfing2007: 2)という 一言に集約される。ガ

バナンスの失敗をなるべく避けるには、どのようなガバナンス手段を採用すればよいのか。

もちろん、政治の世界に万能な方法はない。あらゆる手段は万能ではないので、ガバナン

スの取組みが失敗に終わることもわれわれは想定する必要がある。

ガバナンスの失敗とは、アクター間の調整の問題であり、政策の失敗とは区別される。

ここでいう失敗と成功は公共政策の質の問題ではなく、機会の問題である点に注意された

い。現実の問題として、社会の諸集団は公共政策に影響を与えるために競争している。社

会組織は望ましい公共政策の実現に資することができる反面、既得権益を守ろうとする一

面もある(Estevez-Abe2003)。コンセンサスとコラボレーションを基調とするネットワー

クやパートナーシップにも、やはり競争が存在する(Lowndesand Skelcher 1998: 326)。

Stoker (2000)は、都市のガバナンスにおいてどのような失敗があるかを提示 した。

では、それを参考にして 5つの点を敷術する。第一に、ネットワーク ・パートナーの継続

的参加をめぐる問題がある。当事者が国家や市場による解決よりも長期的に効率的な結果

を生む解決ができるかどうかを的確に評価できないと、ガバナンスのインパクトも考慮で

きないことがある。第二に、社会のコンフリクトである。社会的紛争の争点には分割可能

なものとそうでないものがある。たとえば、ある政策に関する実施の程度が 0,...__, 1の範囲

で決定される場合、適当なところで区切ることで問題は解決可能だが、ありやなしやとい

った 0/1の分割できないものは解決に困難を伴う。場合によっては、致命的な対立を生

むであろう。第三に、時間軸と空間の認識がアクター間で異なるという点が挙げられる。

物事を長期的に、あるいは広範囲で見る組織もあれば、そうでない組織も存在する。それ

は個別組織の利害や理念が異なるからである。第四に、本章で既述したように、ガバナン

スと代議制との緊張関係がある。社会的要請にもとづいた、組織間で競合するクレームも、

その中身によっては公職者によって争点が押し潰され、挫折する可能性がある。最後に、
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政治の偶発性を指摘できる。一見してプロセスがうまくいっているようでも、何らかの偶

然の出来事によって当事者の対話や交渉が打ち切られ、失敗に終わる可能性もある。その

後のケアが必要となる。

以上のようなガバナンス ・プロセス上の失敗を避けるための工夫として、すでに言及

したメタガバナンスがある。ガバナンス ・ネットワークでは、実際の運用上、政府代表者

や議員がネットワークの管理や調整にあたることが多い。ローカルレベルにおける集合行

為問題については、アクター間の仲裁役として地方政府の役割が期待され、たとえば協議

の場を設けたりするだけでも、 • さもければつながらなかったアクター同士を接近させる こ

とが可能となる。管理もしくは調整とは、本来自律的であるべき各地のガバナンス ・ネッ

トワークに対して、たとえば組織間の紛争処理や相互信頼の醸成に資するような行政 ・議

会活動が考えられる。つまり、地元の政治家や自治体職員による仲裁と、場合によっては

それらの積極的介入を経ることで調整問題は解決されうる。 こうしたローカル ・ネットワ

ークの安定性をめぐる諮論については、集合行為論やゲーム論の知見を十分に活用するこ

とができるため、個別事例の記述に留まって一般化に成功しているとはいえないこの分野

に、これらのミクロ分析理論を応用することは大きな意義があるといえる匁

上述したとおり、ガバナンスは最終的に失敗する可能性がある。つまり、 「メタガバナ

ンスの失敗」 (Jessop2000)という最後のシナリオまで、われわれは考慮しなければならな

い。メタガバナンスの失敗は集合行為の失敗であり、ステークホルダー間の調整問題が政

府を介しても解決されなかったことを意味する。アクター間の協調を引き出すための調整

は、中立的権威としての政府が実施する。つまり、市民のエージェントとしての民主政府

は、競合ないし対立する社会的諸価値に対してコンフリクトを生じさせている市民社会に

おける「調整役」や 「調停者」、あるいは「ネットワーク ・マネージャー」や 「メタガバ

ナー」としても存在しているということを認識しなければならない。

同時に、連携関係などによって社会レベルの勢力均衡を維持しうる複数のネットワー

ク ・グループとして、われわれは市民社会組織を想定することになる。日本の文脈では、

とくに自治会や町内会といった住民自治組織と、 NPO法人やその他の非営利組織もしく

は利益団体などと呼ばれる社会組織全体が政策領域や地域に応じてステークホルダーとし

6 ネッ トワークの識綸とは別に、組織自体の生存や持続可能性に関する話題と して 「第4セクター」や 「社
会的企業」という枠組みがあり、これはポランタリー・セクターの失敗(Salamon1987)とも呼ばれる。たとえ
ば、Borzagaand Defourny (200 I)、Dart(2004)、Willimams(2002)を参照。社会的企業は雇用、福祉、ソーシャ
ル・キャピタルなどの点においてポジテイプな効果を生んでいると考えられている。アメリカとヨーロッパ
の事例を比較した綸文として、 Kerlin(2006)も参照されたい。
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てガバナンス ・ネットワークに出入りしている。これらの組織は、そのままでは利害対立

して関係が終わってしまうか、集合行為問題によって運命的にフリーライタ‘ーのまま存在

し続けるか、あるいは「多数派の専制」や「沈黙の螺旋」のごとく各々の声を消女策の場に

届かせることができずにいるか、のいずれかに陥ってしまう可能性が高い。 ステークホル

ダーの数が多いほど、その傾向は強まる。しかし、このガバナンスのゲームをコーディネ

ートする中央政府と自治体は、彼ら自身の誘因を伴ってガバナンスを成功に導ける可能性

がある。

政治的機会の文脈における調整とは、一時的もしくは継続的に協調的J吊結と全体合理

性（社会的効率性）を実現するための手段や交渉過程を意味する。ゲーム論乞）知見からは、

集合行為の調整問題に関する解決法の 1つとして、ゲームのプレイヤーとなるアクター問

の行動選択の調整を促すエージェントを仮定することができる。ネットワーーク ・ガバナン

スの文脈でいえば、メタガバナーとしての政府がそれに相当する。メタガノペナンスによら

ない自律的ネットワークは、内部紛争や信用欠如によって集合的に行動できなくなるとい

う観察もある(S0rensen2007: 91)。争われるものが公共政策の中身であるらはこ、少なくと

も短期的には、調整者としての公権力（行政職員と公職者）を抜きにして、 しヽ わば中立的権

威なくして実現可能な調整を達するのは困難であることが多い。政府 ・議会：、場合によっ

ては裁判所の仲裁がなくても、すべてが自律的に調整され、共有された目白勺が達成される

のであれば、そもそもガバナンスは困難を伴わず、必ず成功することになる。しかし、現

実はそうではない。実際の介入状況（方法や程度）から制度設計等の側面にしヽ たるまで、政

府や議会の役割は自律的ガバナンスの文脈でも軽視されることはない。 S0rensen(2007)の

類型によれば、ガバナンスの文脈において政府がより積極的に関与する政~ 消

極的な場合もあるため一概にはいえないが、政府が中心的な役割を担うことも十分に見ら

れるという指摘は傾聴に値する(Pierreand Peters 2000: 12)。本稿を通して繰り返し注意し

ておきたいのは、確かに昨今の国家と地方政府は空洞化したといえる側面もあるが、やは

り特定の公共政策実施（外交、国防、治安はいうまでもなく）については、また地域によっ

ては、依然としてコアなアクターとして政治権力を行使している政府がいるということも

考慮に入れなければならない。

ところで、現代ガバナンスにおける様々な政策実施主体の選択の幅を考慮すると、そ

れらの形態や提携関係のなかから的確なものを選び出す作業は困難かもレれない。ここで、

政府の 「制度選択」が重要となる(Schuppert2011)。図 1.4は、"保証人" としての政府と、
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保証人としての政府

• 制度選択 • 

図 1.4 政策実施の選択肢

出典： Schuppert (2011) Figure 18.3をもとに作成。

政策実施においてありうる形態や連携のパターンを表している。いずれの形態が選択され

るにしても、政府が政策実施を担保する主体として存在する。費用 ・便益の意味でも、ま

たパレートの意味でも、‘‘効率的に”ガバナンスを機能させるには、政府の選択と国家的

地位がそもそも重要であることに気づかされる。もちろん、政府が単独で委託先や実施形

態を決定する必要はないが、舵取りを担う国家の事業が代議制を通じて醗会や執政府を中

心に決められるというスタイルに大きな変化は見られないため、税金を徴収できる唯一の

主体としての国家の機能はこの点において衰退しているとはいえない。

手段としてのガバナンス

ガバナンスの 1つの側面として、ネットワークの形成と維持は各種社会組織が公共政

策に影嬰を及ぼし、さもなければ異なる（好ましくない）帰結が生まれるという状況を打破
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するための手段となる。 Marchand OJ sen (1995)は、政治的連携や政策形成、ひいてはガバ

ナンスの帰結は、①権限や制度の構造、②関連アクターの選好分布、および③それらのリ

ソースや能力に依存することを提示した。もしこれらの要素に関する所与の組み合わせの

結果、パレートの意味で効率的な均衡が成立するとすれば、そこで政治的結果は落ち着く

可能性が出てくるが、そうでない場合はガバナンスによる政策過程のコントロールが意味

を持つ。それでは、どうすればこれらの拒否権プレイヤーは現状維持を打破することがで

きるのであろうか。

March and Olsen (1995)が提示した答えは、新たな勝利提携を探ること 、そしてほかのプ

レイヤーの選好を変えることであった。前者の答えはゲームの観点からいえば標準的とも

いえるが、後者については経済学的には新しい見方と考えられ、むしろそれは政治学や社

会学の発想である。従来的には、選挙過程やロビー活動を通じて蹄員や政府関係者を懐柔

するという方法が想定されるが、ガバナンスの文脈ではそうした既存の手段への対抗とし

て市民社会における人々の認識を形成し、または変化させることでガバナンスの機能（ア

ドボカシー）を活用することが挙げられる。それは結果として、政府や議会のステークホ

ルダーの損得計算や意識を変える こと にもつながる。市民社会組織は、アドボカシーによ

ってステークホルダーの選好、期待（主親確率）、および信念体系を変えようと試みるであ

ろう。他者の期待や信念に影饗を与えることができれば、個別アクターの行動にも変化が

見られるかもしれず、政治社会状況もその組織にとって望ましい方向に変わる可能性があ

な人々が組織に加入することで公共心が簑われるという観察も(Putnam2000: 339)、社

会的選好の変化と関係があるであろう。また、熟議が選好を変えることを意図した討論形

式である以上(Przeworski1998)、参加を促す戦術も用いられることになる。これはつまり 、

分析上、選好を所与のまま外生的に扱うのではなく、それ自体を内生変数として捉えなお

すことを意味する7。そこでは、アドボカシーと参加が要因として関連しそうである。

制度、選好、およぴ資源からなる制約のもとで実現される均衡ないし勝利提携がパレ

ート効率的な結果を生まない、もしくは結果が効率的であっても依然として個別の提携に

とって不涸が残る社会配分が実現されるとき、そのネットワーク ・グループはさもなけれ

ば成立する結果を避ける（抵抗する）誘因を持つ。たとえば、討議からの離脱、拒否、再編

成などが考えられる。その際には、現状の政治連合やルートが有効でないかぎり、現状維

7 この問題に関連する話題は新制度主義者のあいだで誂論されている。たとえば、 Friedlandand Alford (1991) 
およびKaci.nelsonand Weingast (2005)を参照。
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均衡なし ＞ ガバナンス

複数均衡 ＞ ガバナンス

唯一の均役j-—→ 芦―卜効率的 ご口:ロックイン

社会的に望ましい いいぇ ガ;i、ナンス

図 1.5 手段としてのガバナンスの出現

持に対する勝利提携を求めて新たなネットワークを形成し、または既存のほかのネッ トワ

ークを利用する可能性がある。

ガバナンスは、利益の分配と再分配をめぐる不均衡や不公正を解決するために浮上す

る。ありのままの状態では、不利益を被ったままの住民や特定の社会的属性に属する人々

は守ることができない。それでは、社会全体の利益を追求する手段としてのガバナンスは、

どのような条件下において出現するのか。それは図 1.5にまとめてある。すなわち、①均

衡が存在しない、②均衡が複数あって一意に定まらない、③達成される唯一の均衡が効率

的ではない、もしくは④それが効率的であったとしても社会的に望ましい配分ではない場

合＼ガバナンス ・ネットワークは稼働することになる。換言すると、この意味でのガバ

ナンスが要請されない状態とは、配分がパレート効率的であり、なおかつ社会的に望まし

いときにかぎられる。さもなければ、新たな均衡や勝莉提携形成に向けて、社会組織はネ

パレート効率性とは「ある人（々）を利すると同時に誰も傷つけない」ことができない状態を意味する、経
済学的に最小限の定義にすぎないから、熟譜民主主義やガバナンス給が取り上げる平等や公正、正義とは同
等ではない。しかし、それでは何をもって社会正義とするかをフォーマルに定義することは困難であり、そ
うした議綸は具体的文脈に依存せざるを得ないものと考えられているところがある。よって、経済学や政治
学では現在においてもパレート基準が抽象的に有効な概念となり続けている。しかし、たとえばゼロサム ・
ゲームにおいて 1人の独裁者がすべての利益を独占し、ほかの社会の構成員が何も得ていない状況があると
しよう。これはこれでパレー ト効率的な結果であると同時に、完全不平等な社会状態でもある。以上のこと
を踏まえたうえで確実にいえるのは、社会的配分が効率的だからといってそれが社会的に望ましいとはかぎ
らないが、定義により、 社会的に望ましい配分が達成されるときは必ずパレート効率的である。つまり、-
の場合のパレート効率性は十分条件ではないが、必要条件ではある。

-19 -



ットワークを模索する。

March and Olsen (1995)は、政治システムの良し悪しはパレート改善的変化を政策のなか

に発見できる制度を内包しているかどうかであると指摘した。つまり、効率的な結果を導

出できる制度がガバナンスにとって望ましいということになる。 しかし、上述のことから

示唆されるように、こうしたパレート基準からガバナンスを語るのは不十分であり、実際

には社会的公正（あるいは平等や正義といった概念）の観点も考慮しなければならない（ガ

バナンス論が熟鼈民主主義のパラダイムと関連があることはすでに辺ジゞた）。そのことを

加味したうえで、ガバナンスの分析において新制度主義的な視点を盛り込むことは重要で

ある。アクターの行動制約は、もちろんその組織自体のリソースの小ささにも依存するが、

同時に環境変数としての政治制度も組織行動に対して様々な影響を与えている。そして、

その制約を解消するための 1つの手段が制度であるから、制度設計の過程に関する論点も

重要である。したがって、ガバナンスの制度分析の際には、従屈変数：として、また独立変

数としての制度に着目すべきである(Peters2011)。

まとめると、政治的意思決定を変える手段としてのネットワーク ・ガバナンスの視点は、

主に次の 2点に集約される。すなわち、第一に勝利提携の模索、第二上にアドボカシー等を

通じた社会的選好の変更である。ガバナンスは各ネットワーク ・グJレープが公共政策決定

に対する影響力や政策ネットワークにおける交渉力を改善するための方法であり 、．過程で

ある。一定の制度的および状況的制約のもとで誘導される結果が社会北にとって効率的な結

果を生まない場合、もしくはそうした結果の変更を阻止できるネッ トワーク ・グループが

存在するとき、そのネットワークはさもなければ成立する結果を避ける誘因を持つ（離脱、

拒否、再編など）。メタガバナンスとの関連でいえば、このような状：況においてこそ、政

府がネットワーク全体を管理する能力の重要さが増すであろう。

そして、特殊利益およぴ全体利益の調和をはかる道具としてガバナンスのアドボカシ

ー機能がある。市民社会組織は、アドボカシーによってステークホルダーの選好、期待

（主観確率）、および信念体系を変えようとする。望ましい公共政策の配分のために、手続

きとしての政治制度を改正するのが困難なときも、ステークホルダーの選好の中身を変え

ることができれば、そこで提携関係や均衡となりうる政策集合にも裂さ化が生じるため、他

者もしくは自己の選好に影響を与えることには意味がある。理論上、アクターの行動につ

いて彼らの内生的選好を仮定することができれば、なぜネットワークが重要か、また選好

を変える手立てとしてのアドボカシーや説得の意義についても再考することが可能となる。
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ガバナンスの非民主的側面

ガバナンスや NPMが民主制の祓威となりうると考える議論は存在する（例、Cohenand 

Eimicke 2011, John 2001, S0rensen and Torfing 2005)。これは先述したポス ト代表制と絡む話

であり、またポスト自由民主主義の話題でもある。実際にガバナンスが民主主義への面威

となるかどうかは、バランスの問題であろう。民主主義とネッ トワークの効率性のバラン

ス、そしてメタガバナンスによるポジティブ ・サムの創出が可能かどうかといったことも、

民主制とガバナンスの関係に関連している(S0rensenand Torfing 2005)。もちろん、民主制

のもとでは国政および地方レベルにおける議会および首相 ・内閣／大統領や知事、市長等

の首長の決定を覆すような意思決定が市民社会レベルで勝手に行なわれ、公正な選挙を通

じて選ばれた代表者の意図に反して地域レベルの政策実施が罷り通るのは好ましくない。

代議制がよく機能しているところほど、ガバナンスという手段は既存の制度との調和がよ

り要求されることとなる。その意味では、社会ガバナンスの推進は伝統的民主政治との緊

張関係が強いられる。メタガバナンスがその歯止めとして機能する可能性は期待できる。

つまり 、ネットワークの自律性が常に保証されるとはいえないかぎり 、政府 ・議会や第三

者がガバナンスの状況を監視し、民主主義との整合性を精査することは必要な措置である。

地域較差

ガバナンスに関する環境には、もちろん地域によって較差がある。 John(2001)は西洋

15か国の事例を使って分析を実施し、最終的に 6つのガバナンス関連の指標について 3

段階の質的尺度で評価して共通パターンを見出そうとした。それによると 、国家レベルの

地域ごとにある程度の分類ができること 、イギリスがすべての項目で高い度合いを示して

いて一番先進的であること 、またガバナンスに必要条件はなく 、均一のパターンが見出せ

ないことなどを著者は結論として提示 した(John2001: 173-175)。 しかし、6項目について

15か国の情報があるため、全部で 90個の値が並ぶことになり 、これらの情報を使った直

観的な判定は容易ではない。統計的な分析から何か導出できることがあるのかもしれない。

そこで、ここでは John(2001)の賀的情報を順序変数として置き換え、それらの相関関

係を見ることでより厳密なかたちで統計的判断を示したい。ガバナンスに開する 6つの指

標とは、①官民連携、②EUの地方政治への影響力、③NPMへの積極性、④地域主義改革、

⑤地方行政改革、⑥民主的刷新である。官民連携とは、PPP(public-private partnership)に代
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官民連携 EU影響力 NPM 地域主義 地方行革 一民主ー的刷薪
官民連携 1.000 

EU影響力 0.622 * 1.000 

NPM 0.493 0.738 ** 1.000 

地域主義 0.355 0.254 0.000 1.000 

地方行革 0.376 0.435 0.667 ** 0.250 1.000 

民主的刷新 0.449 0.646 ** 0.740 ** -0.090 0.564 * 
* p <0.05 ** p <O.OJ 

表 1.1 ヨーロッパのローカル・ガバナンス状況に関する相関行列

註：表中の数値は順位相関係数(Spearman'srho)。N=IS0

出典： John (2001) Table 9.1の質的評価を順序尺度変数に置換して算出。

1.000 

表されるような公共部門と私企業による提携関係を指す。地域主義改革とは、広域レベル

における地方自治制度改革のことである。地方行政改革とは、自治体の執政府の強化を意

味する。また民主的刷新とは、既述したガバナンスの非民主的側面を補正するための取組

みである。これらの関係に関する結果一覧は、順位相関行列として示した表 1.1のとおり

である。同表によると 、まず EUの影響力は、官民連携、 NPMへの積極性、 およぴ民主

的刷新と正の相関があり、 EUの各国地方政治に対する影響は小さいとはいえない可能性

が高い。また、 NPM傾向は、地方執政府の強化ならびにガバナンスを受けての民主的刷

新と関連があるといえる。 NPMは民間企業や非営利組織への業務委託を伴うため、場合

によっては代議制との齢甑をきたす可能性がある。その意味でも、政府や議会のモニタリ

ングやアセスメントは重要であるということである。一方で、国内の地域主義的な制度改

革（たとえば、イギリス国内におけるスコットランドやスペインのカタルーニャにおける

動き）は、ほかの 5項目とのあいだに相関があるとはいえず、その他のガバナンス指標と

は関連性が薄そうである。

以上をまとめると、国際機関の各国ガバナンスに対する影響力と、国内のローカル・ガ

バナンス改革の派生的ないし相乗的な効果は注目に値する。そして、民族主義を象徴とす

る地域主義改革は、ガバナンスのほかの要素とは基本的に連動性がないということも留意

すべきである。これらの結果を現代日本社会の文脈で捉えると、海外からの公共政策と社

会情勢の伝播、そして都道府県や市区町村レベルにおけるガバナンスの制度改革や非制度

的取組みの連鎖反応といったものは検証に値するであろう。それはすなわち、地域によっ
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てガバナンス状況の差が生ずることを示唆しているが、そうであるとしたら、その要因は

何に求めることができるであろうか。本稿の次章において、日本のローカル ・ガバナンス

にまつわる関連事項を検討する。

ゲームとしてのガバナンス ：結論に代えて

通説として論じられてきたように、現代社会は国家と市場だけに頼ることで様々な問

題を解決することはできなくなっている。われわれが様々な文脈でガバナンスを論ずるの

は、その定義がどうあれ、ガバナンスが現代社会問題の解決にとって現実的にもっとも有

効であることを認めているからにほかならない。国家と市場が解決できない問題は、市民

自身が自律的かつ社会的に解決するしかないのである。この点について、ゲーム論者の岡

田章は次のように述べている（岡田 2008:104) : 

国家と市場という解決方法はそれぞれが限界をもつ。また、この 2つだけが社会的ジレ

ンマを解決する方法ではない。現実には、 当事者である住民が話合いや交渉によって自

発的に解決することも多く 、当事者による解決の可能性を探求することが重要な研究課

題になっている • • • • • • いま、公共財の供給ゲームで当事者が話合いによって全員が寄付す

ることに合意したとしよう。しかし、住民の個人合理的な戦略は寄付しないことである

から、この合意は住民に守られる保証はない。合意が住民によって守られるためには、

ただ乗りを阻止する何らかの仕組みが必要である。

ガバナンスは、人々の 「ただ乗り 」問題も含めて様々な社会問題を解決する仕組みの 1つ

として機能する。市場と政府の失敗を受けて、社会における共通利益の集合行為問題を自

発的に解決しようとする一連の工夫がガバナンスであり、その工夫を稼働させるための社

会調整の描写がいわばガバナンス ・ゲームである、というのが本章を通じたガバナンスへ

の理論的把握と定義である。

そのことと併せて、本章ではネットワークを構成するガバナンス構造が市民と中央／

地方政府の社会において有効に作用しうるということも提示してきた。ネットワーク ・ガ

バナンスの諭点については、次の 2つが考察のスタンドポイントとして有効である。 1つ

は、ある争点をめぐって関係組織間での協力が最終的に達成可能かどうか、そしてそのガ

バナンス空間ではどのような制度、選好、および組織的リソース状況が帰結と関係 してい

るのかということである。もう 1つの論点は、既存の協調状態においてどのような公共政

策や方策が均衡として成立しうるのか、そしてその結果は効率的で公正な配分を達成でき
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ているのかどうかということであり、政策結果やネットワークの有効性を精査する意味で

もこれは重要な視点となる。

囚人のジレンマがそうであるように、ガバナンス ・ゲームもまた、 「原初状態」のまま

では効率的で公正な配分結果が自発的（自己拘束的）に達成されるという保証はどこにもな

い。そのため、ステークホルダーとなった社会アクターは公共政策過程を通じてエージェ

ントとしての政府にロビー活動を展開しようとすると同時に、そのエージェントをコーデ

ィィーターとして定め、さもなければ解決が困難な調整問題を解決しようとする目標をも

持つにいたる。 ゲームの理論にもとづけば、そのことをより具体的に論じようとするのが

ネットワーク ・ガバナンスの枠組みではないかと考えられる。 ここに、経済学方法論と規

範的政治学の交差を実現することが可能となる。ゲームとしてのガバナンスについては、

別稿で改めて議論することにしたい。
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第 2章

全国 64都市のガバナンス状況と制度配置

阿部弘臣

定量分析から見る日本のローカル ・ガバナンス

本章および次章では、現代日本ガバナンスの状態を考察するため、 JJGSプロジェクト

による社会調査データを用いて定量的な都市比較分析を行なう。この章で実施することは、

当該調査を通して得られた情報から各自治体におけるガバナンス関連制度の状況を提示し、

なおかつ市民社会変数と本稿で呼ぶべき説明要因を検討すべく、その前段階として、ある

いは考察すべき統制要因として都市の人口統計的側面と制度的状況を取り上げる。本稿は

当該 64都市の集計データを用い、なおかつ並行的に実施された 4つの調査データを同時

に利用するため、同じ情報源を使った先行研究を追試して同じ過程と結論をたどることに

はならない。しかも、本章および次章では、ガバナンス状況としての市民社会変数とネッ

トワーク ・ガバナンスの視点を伴っているため、その意味でも既存の研究とは別の角度か

ら日本のローカル ・ガバナンスを検証することになる。

準備

本研究の目的の 1つは、4つのデータセットを自治体（市区）レベルで集計し、1つにま

とめたデータセッ トを用いることで、異なる調査間の情報接合をはかることにある。本章

と次章では必ずしもすべての分析にそうした接合データのみを使うわけではないが、これ

まで当該データを使ってこのような試みがなされたことはなかったため、とりかかりの分

祈として、また今後のガバナンス研究へのインプリケーションとして、一定の研究上の要

請に応えることができるものと考えられる。

筆者を含むモノグラフの編者は、どのようにして全国の市区町村レベルの自治体から

64都市を選び出したのか。その基準は、集計段階における各自治体の観察数に求められ

る。すなわち、各データセットにおいて自治体レベルでの最大観察数、つまり各変数にお
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北海道札幌市

北海道釧路市

青森県十和田市

岩手県盛岡市

岩手県宮古市

岩手県ー関市

山形県山形市

山形県鶴岡市

福島県いわき市

福島県南相馬市

茨城県水戸市

茨城県土浦市

栃木県宇都宮市

栃木県日光市

群馬県桐生市

埼玉県さいたま市

埼玉県熊谷市

千葉県市川市

東京都文京区

東京都墨田区

東京都江東区

東京都世田谷区

東京都杉並区

東京都板橋区

東京都足立区

東京都葛飾区

東京都町田市

神奈川県横須賀市

神奈川県厚木市

新潟県長岡市

新潟県三条市

新潟県柏崎市

表 2.1 考察対象となる 64都市の一覧

新潟県新発田市

石川県金沢市

石川県加賀市

石川県白山市

長野県松本市

長野県上田市

長野県飯田市

長野県伊那市

岐阜県高山市

岐阜県関市

静岡県静岡市

静岡県沼津市

静岡県掛川市

愛知県豊橋市

三重県伊勢市

＝重県伊賀市

京都府京都市

大阪府堺市

大阪府吹田市

兵庫県神戸市

島根県松江市

岡山県津山市

広島県広島市

山口県岩国市

徳島県阿南市

香川県高松市

愛媛県今治市

福岡県北九州市

福岡県久留米市

宮崎県都城市

宮崎県延岡市

沖縄県那罰市

いて欠損値がないときの Nの値が 20を下回らない箇所だけを抽出した1。ただし、「NPO

法人調査」および「社会団体調査」では多くの共通する質問が調査で問われたため、その

分についてのみは該当する変数を連結して、あたかも 1つの情報集合として観察数を求め

た。当該基準をクリアして抽出された、分析対象都市の一覧は表 2.1のとおりである¥

「市区町村調査」については各質問項目は 1市につき最大で 1回答であると同時に、

そのほかの調査における多くの項目は 5段階順序尺度による質的変数でデータ収録されて

いる。それらは、そのままではパラ メ トリックな分析手法の応用にふさわしくないため

（ノンパラメトリック法だけでは研究設計上の限界がある）、分析の幅を拡げて妥当な結論

をうべく、加工を施してデータセットを新たに作成した。つまり、本研究は都市レベルで

集計を行う際に次のようなかたちで割合としてデータ収録を行なったため、基本的にパラ

1 この方法は統計的には不完全であることを認めなければならない。また、実際にこの基準にしたがって当

該調査データからサンプルを抽出すると 、 1件だけ、高知県のある町が含まれてしまう。市や町といった枠

を無視すれば、本研究は 65都市の分析となるはずであったが、分析枠組みの関係上、計 64の市と東京都特

別区だけで都市標本を構成することにした。

2 各調査の結果について最大限の情報量を用いた全国的趨勢を理解するには、以下に掲げる辻中豊賀任編集

「現代市民社会叢書Jを参照することになる。「町内会 ・自治会調査」は辻中ほか(2009)『現代 13本の自治

会 ・町内会』、「社会団体調査」は辻中 ・森編(2010)『現代社会集団の政治機能』、「市区町村調査」は辻中 ・

伊藤編(2010)『ローカル ・ガパナンス』、および「NPO法人調査」は辻中ほか編(2012)『現代日本の NPO政治』

において、それぞれ調査結果がまとめられている。また、各調査の度数分布については、それぞれのコード

プックを参照されたい。
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メトリックな統計分析を実施することは差し支えない。集計の際には、たとえば 5段階順

序尺度であれば、「4」と「 5」の比率の和を概ね用いることとしたが、分析の過程上

「1」と「 2」の総和を用いることが適切であると判断される場合には後者の変数を代替

的に選択することができる。 JIGSデータを使った先行研究では、このような加工を行な

った分祈のほとんどが、「3」から「 5」の割合を求めて分析に使っていたが、 5段階の

場合大概の回答は「 3」への偏りが生じることになり、その関係でより強い傾向を示す順

序の情報を損失してしまうという問題が起こる。その意味では、「4」と 「5」の割合は

その傾向をよりはっきり捉えた指標として有用である。この操作を行なううえで、「市区

町村調査」と「町内会・自治会調査」 については質問に対する回答の順序がほかと逆であ

ったため、すべての関連変数に対してリコード(recode)を施して矛盾のないように調整し

た。

作業仮説

本章および第 3章では、次のようなローカル ・ガバナンスの構図を仮定し、主要な被

説明変数としていくつかのネットワーク ・ガバナンス関連の状況を取り上げて簡素な分析

を実施する。すなわち、被説明要因としては、ガバナンスの質に関するものとガバナン

ス ・ネットワークに関連する変数を取り上げる。第一に、各地域にぉいて住民自治組織と

非営利組織が自治体の実施する政策から得る満足度が挙げられる。複数調査におけるこの

項目自体はいわばガバナンスのアウトプットに関して問うたものであるが、地域社会にお

けるガバナンスの状態を知るうえでは概ね参考になる情報である。第二に、ガバナンス ・

ネットワーク関連でいえば、同時にソーシャル ・キャヒ°タルとも関連がある、自治体を含

む組織間の信頼や協調、リソースとしての人的ネットワークや人づきあい、組織的提携な

ども、ガバナンス要素と して重要な位置を占める。よって、これらに関するデータも検証

することにする。

上記のことを実施するにあたって、われわれが想定する因果関係とは次のようなもので

ある。もちろん、社会における市民の福祉や生活の良し悪しに関する客観的状況や主観的

認識が何によって説明されるかは複合的であり 、ほかの社会的要素と同様に必ずしも単純

化できるものではない。 しかし、そのなかからいくつかの重要な要素を取り上げ、論じる

ことはできる。ガバナンス空間と市民社会における人々がその地域の政治 ・行政と公共政

策の実施から得る便益は、何らかの社会的要因の結果として説明できるはずである。そし
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て、社会科学的なアプローチにもとづく分析と調査研究によって、それらの両方を推し批

ることも可能となる。その点にかんがみ、人々が地方公共政策から得る満足や不満は、そ

の地域的特性によってある程度の説明ができるものと思われる。本章およぴ後続の章で取

り上げるのは、対抗仮説ないし統制すべき説明要因としての人口統計的要素（社会 ・産業

構造）、地方行政における制度配置、そして主要な説明要因としての市民社会変数である。

本稿でいう市民社会変数とは、社会や近隣における問題と紛争を解決しようとする自律的

な人々、つまり市民社会を構成する住民組織およぴ非営利組織に関する状況や彼らを取り

巻く社会環境などが該当する。ただし、取り上げられる変数のほとんどは調査にもとづく

ものであるから、本稿の考察と分析は客競的データというよりも主観的認知で構成される

情報に依拠しているという点に注意すべきである。

人口統計

はじめに、本稿で扱う都市の人口統計的な側面を見る。各都市の国勢調査にもとづく

情報は付録 1としてモノグラフのなかに収録してあるので、適宜参照されたい。ここでは、

はじめに都市度と地域の趨勢について着目する。事前に検証した結果、人口密度がその地

域の都市の度合いを代理する指標として使うことができるため、人口密度を対数変換した

数値を都市化レベルとして考えることにする。人口密度の分布については、 図2.1を参照

されたいc

まず、本章における主要な結果変数である満足度について、都市度との関連で検証す

る。 図 2.2が示しているのは、対数人口密度に対する住民自治組織の地元自治体政策に関

する総合満足度の分布である。これら 2変数間の相関係数は 0.269であり、 5o/o水準で有

意となるレベルである。つまり、都市度と住民満足度の関係は無相関であるとはいえない。

もちろん、それは人口増加や都市化自体が公共政策の満足度や効率性を規定しているわけ

ではないため、実際には本章で検証していくようにより丁寧な説明が求められるが、都市

部のほうがそうでないところよりも相対的に政策満足度が高いという可能性は一応指摘で

きる。

一方、図 2.3および図2.4を見ればわかるように、非営利組織の評価による自治体政策

全般に対する満足度と、その関心政策領域における政策満足度はともに都市度との関連が

あるとはいえない結果になっている（統計的に有意な相関を示していない）。このことから、

住民自治組織が考える公共政策の満足度と非営利組織のそれは、異なる基準や視点から判

-28-



図
2
.

1
 

6
4
 
t~mO).A. 

ロ喋
H
四

ー

2
9
-

゜
5,000 10,000 15,000 20,009 



図
N 

r-.:, 

序
罪l
団｝

D‘‘~ ‘ 

吟江

辮
3 
淫
?¥I 
III} 
Dヽ~．J:-， 

吝
舜
瀧
薔
油

~ 蒲

＾ 近

滋
迭
>-
口
喝
洒.__., 

，
 

〇
寸

• 8光市

• lPJll¥m 

・餞岡市

-0 、-'・

'-9') 

0 
·~ · 

,.0 

• 高山市

4
 

• 一閣市

・＋和田市

• 白山市
• 延岡希関市

柏崎市
• 長岡市

． 都城市
●● 阿南市

• 松本市

• 新発田市°いわき市

● 釧路市
• 津山市•上田悶

• 南相島市 ・岡市 ・静岡芯山形市
今治市． 
° 桐生市． 岩国市

● 伊賀市 • 松江市

6
 

● 厚木市

• 神戸市

• 金沢市0 久留米市
• 北九州市

豊橋市
. . 札幌市

:』岳翡ぅ

人口密度（対数）

• 市川市

• 横須賀市

• 世田谷区
●吹田市

●葛飾区

● 足立区 ． 
・文京区

土浦市

• • 水戸市
• 町田市

● 那覇市

• 板橋区

● 杉韮区

• 江東区

• 墨田区

• 伊勢市

・広島市• 京都市

高松市
．．沼津市

冷点たま市

• 宮古市
• 三条市

● 掛川市

り畑市
• 加賀市

10 

r==0.269 R2=0.07 



図
2
.

3
 

9
N
 

喘
晦
咄
―

l

臨
辮
S
i向
泊
皿
洸
吝
距
湘
溺
油
涌
（滋

.O
N
 

ー

3
1

ー

苓

近
溶

A
口
喝
濶
）

← 

I.(') 

゜

• 宮古市

• 高山市

• 伊那市

• ー関市

● 十和田市

• 南相馬市

• 長岡

● 延岡市
• 飯田市 ● 都城市

● 岩図市 ●加賀市
• 新発田市・いわき市

● 鶴岡市

・釘11路市

• 松本市

市

● 掛HI市

• 白山市

• 阿南市

● 盛岡市

• 上田市

• 山形市

• 伊勢市

・静岡市

• 土涌市

• 高松市

● 久留米市

• 宇都宮市

水戸市
. . 豊橋市

• 金沢市 札幌市 ●北九州市

• 熊谷市•• 京都市

. . 神戸市

厚木市

● 沼津市

. . . 町田市

横須賀市さいたま市

• 那覇市

● 堺市

● 葛筋区

・出慧区

• 世田谷区

● 板揖区

• ;iお［区 ・文京区

• 松江市

今治市
. . 桐生市・

• 広島市

・市JI↓喝：田市

.4 6
 人口密度（対数）

8
 

10 

r=:0 .. 145 R2=0.02 



因
2
.

4
 

● 掛）11市

喘
晦
洲
―
涵
蘊
S
蚕
色
怠
湘
盛
娯
一
（
サ
ー
ナ
か
淫
泊
皿
芭
竺
寿
湘
薔
油
洒
（
滋
洪
溶

A
口
斑
蒲
）

9
N
 

．．
 ，

 
，
．
 

，
 

O
Nr
 

ー

3
2

ー

郡

・

宮

．｀
 

.• 
～
 

..1
_
T
 

．．
．
 

O
L
 

•• 

ヽ

[...S

↑99

．．ぃ

．． 
へ

9
6
 

・ば：l

a 

•高山市

• 日光市

• 伊那市
• 白山市

• -1111市

・＋和田市

•南相馬市

● 延岡市 • 三条市

• 長岡市

.. 匝商市・
•加賀市

• 関市

● 訓路市 ・・・津山弔． 公本市 ●盛岡市． 
新発田市

• いわき市

• 鶴岡市

●飯田市
• 上田市

• 松江市

● 静岡市

• 山形市

• 葛飾区

● 久留米市

• 都城市
• 伊勢市

● 厚木市

• 金沢市

・字都宮市

. . 水 戸 市・ 京都市
高松市 ・• 北九州市

札幌市
• 神戸市

• 土浦市

•沼屯珂R市

• 町田市 ● 吹田市

• さいたま市

● 那覇市

●横須賀市
• 堺市

板橋区
... 墨田区

杉並区

• 世田谷区
• 江東区

● 市川市
• 文京区

• 足立区

4↓
 6

 人口密度（対数）
8
 

10 

戸o.021・_.R2叫 00



住民自治組織 非営利組織

人口 0.080 0.003 

対数 0.174 0.014 

面積 -0.124 -0.225 

対数 -0.246 * -0.189 

人口密度 0.321 ** 0.12C 

対数 0.269 * 0.145 

老齢人口比 -0.298 * -0.144 

対数 -0.306 * -0.132 

昼夜間人口比率 -0.080 -0.141 

対数 -0.114 -0.153 

第1次産業就業者割合 -0.163 0.067 

第2次産業就業者割合 -0.187 -0.028 

第3次産業就業者割合 0.205 -0.003 

* p < 0.05 ** p < 0.01 *** p < 0.001 

表 2.2 人口統計的要素と市民社会組織の自治体政策満足度の相関係数

断されている可能性が嵩いといえる。

表 2.2は、人口密度を含むその他の指標について同様に検証した結果の要約である。

明らかな傾向として認められるのは、第一に住民自治組織とは異なり、非営利組織の市区

政に対する評価は人口統計的要素とはとくに関連性があるとはいえないということである。

第二に、住民自治組織については、すでに指摘したように地域の都市化と地方公共政策評

価とのあいだにある程度の相関が認められる。

自治体の制度配匿

次に検討するのは、各都市における自治体の制度設計の状況についてである。本稿の前

章でも示唆したように、ネットワーク ・ガバナンスのパフォーマンスにとって制度は重要

である。制度はアクターにとっての制約として作用するため、その地域における公式ルー

ルの規定によっては、ローカル ・アクターが政治活動上できることとできないことがある。

-33-



住民自治組織 非営利組織

制度革新度 0.054 -0.014 

サービス充実度 0.114 -0.157 

業務委託度 0.023 0.072 

総合パフォーマンス 0.090 0.001 

* p < 0.05 ** p < 0.01 *** p < 0.001 

表2.3 自治体の制度配置と市民社会組織の自治体政策満足度の相関係数

そこには、地域的なばらつきがあるといってよい。その点を踏まえると、ガバナンスの土

台や環境として、政治と社会の関連制度を検討することは大きな意義がある。

ここでは、都市の「制度革新度」、「サービス充実度」、「業務委託度」、 およびこれらを

統合した「総合パフォーマンス」を表す変数を検証材料として用いる。詳細は横山(2010)

を参照されたいが＼簡潔にいうと、制度革新度とは「市区町村調査」の自治体制度（条例

などの公式制度）に関する質問項目の該当の有無の合計を比率として表現したものである。

同様にして、自治体が提供する行政サービスに関する項目から算出したのがサービス充実

度、自治体が管轄する様々な公共サービスについて外部委託の度合いを示したものが業務

委託度である。そして、以上の 3つの項目のカウントを合計して比率を求めた変数が総合

パフォーマンスである。これらの指標を含む、本稿の主題に関連する JIGS調査データの

要約は付録2に掲載されているので、適宜参照されたい。

制度配置に関するこれらの指標の相関係数は、 表 2.3のとおりである。いずれの指標

においても、住民自治組織および非営利組織の満足度との関連性があるとはいえず、無相

関といえるような結果になっている。つまり、近所レベルで組織化された人々にとって、

そしてより広範な社会レベルで組織化された人々にとっても、行政の公式制度は市区政の

満足とは関連性がない、もしくは低いということができる。ただし、この事実は「制度が

市民生活と連動して作用することはない」ということを意味しているわけではない。むし

ろ、少なくとも形式的に公式Jレールとして各種条例等を制定したところで、それが実体的

3 この枠組みは基本的に横山(2010)を参考にしているが、本稿では各変数を比率 として表し、また業務委託

度に関しては本稿の分析のために計箕し直した（オリジナルとは異なる）ものを用いている（これに連動して総

合パフォーマンスもオリジナルとは異なる程度の値を示す）。
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人口密度（対数）

制度革新度 0.654 *** 
サービス充実度 0.274 * 

業務委託度 0.178 

総合パフォーマンス 0.557 *** 
* p < 0.05 ** p < 0.01 *** p < 0.001 

表2.4 自治体の制度配置と人口密度 （対数）の相関係数

に意味のあるかたちで機能しないのであれば、制度の効果は必ずしも市民の効用増進につ

ながらないということを示唆しているのではないだろうか。そこには、制度の実体的機能

化を阻止する要因があるのかもしれないし、あるいは制度設計やルールの中身自体に問題

がある可能性もある。とくに後者の問題については、事例研究を通じて質的に調査する必

要があるといえる。

都市化との関連で考察すると 、表 2.4のとおり制度革新度、サービス充実度、および

総合パフォーマンスが対数人口密度に対して統計的に有意な水準の相関係数を持っている

ことがわかる。業務委託度については5%水準でも帰無仮説が棄却されず、都市化との関

連性は首肯されない。相対的に強い相関係数が示された制度革新度と総合パフォーマンス

に関しては、図 2.5と図2.6のとおりそれぞれ散布図を作成した。これらの図はガバナン

ス関連の制度配置に地域的な特徴があるかどうかの判断材料にもなるであろう。

また、 図 2.7および図 2.8で示されているように、住民自治組織の調査から見る「住

民」と非営利組織のそれぞれが市区政に対して有する満足度は、彼らの自治体の公式ガバ

ナンス制度によって規定されているとはいえない。この結果によるかぎりでは、自治体の

総合パフォーマンスと住民がその自治体から得る総合満足度は無相関（少なくとも線形的

な因果関係はない）ということができる。仮にこのような結果が反復的に得られたとしよ

う。そうであるとすれば、この場合の制度的パフォーマンスとはいったい何を指している

のか、行政制度の効果についてどのようなことを理論上仮定すべきなのか、そしてそもそ

も制度的指標の測定法自体が適切かどうかということなどを改めて吟味する必要がある。
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大都市 中都市 小都市 全体

合併経験： (N=l 4) (N=25) (N=23) (N=62) 

なし 71.4 40.0 0.0 32.3 

あり 28.6 60.0 100.0 67.7 

全体 100.0 100.0 100.0 100.0 

表2.5 自治体の合併経験（％） と都市階級

合併経験 住民自治組織 非営利組織

なし(N=20) 25.1 5.0 

あり(N=42) 17.0 5.3 

ltl (Welch) 3.669 *** 0.289 

* p < 0.05 ** P < O.Q1 *** p < 0.001 

表 2.6 市民社会組織の自治体政策満足度（％）の平均（合併経験別）

市町村合併

ほかに制度的要素として注目すべき ことに、自治体の合併経験が挙げられる。ここで

いう合併経験の有無とは、該当する調査の質問項目によると、調査当時から過去 IO年の

あいだに他自治体と合併したことがあるか否かを意味する。まず、その状況について理解

するために、都市階級によって分類してみる。都市の規模は大中小で分けられるものであ

り、大規模都市は政令指定都市と東京都特別区、中小規模都市については単純に人口 15

万人を境界として分類したt分析対象都市の結果は表 2.5のとおりであり 、人口が ]5万

人に満たない小都市では調査時から過去 10年のあいだにすぺての自治体が合併を経験し

たこと、また中都市でも 3分の 2がそうである一方、大都市はそれが 3割にも満たないこ

とが判明した。

表 2.6は、合併経験と市民社会組織の政策満足度のクロス表である。そして、分布の

ばらつきや外れ値などがわかるようにそれを図示したものが、 図 2.9と図 2.10のボック

ス ・プロットである。 興味深いことに、住民自治組織の満足度（そ して不満度）は自治体合

4 政府閥査で定められる都市階級を参考にしたc
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都市規模 住民自治組織 非営利組織

大都市(N=l6) 21.7 6.2 

中都市(N=25) 20.0 4.7 

小都市(N=23) 17.8 5.7 

F統計量 1.03 0.59 

* p < 0.05 ** p < 0.0 l *** p < 0.001 

表 2.7 市民社会組織の自治体政策満足度（％）の平均 （都市規模別）

回帰係数 標準誤差偏相関係数
合併経験ダミ― -8.942. 2.604 -0.408 ** 

対数人ロ ー0.813 l .378 -0.077 

定数項 35.759 18.l 05 

* p < 0.05 ** p < O.Ql *** p < 0.001 Adj R2 = 0. l 7 N = 6 2 

表 2.8 住民自治組織の自治体政策満足度に関する OLS推定

併との相関（有意差）が認められる一方、非営利組織については統計的有意性が認められな

い。表 2.7からわかるように、都市階級によって住民の満足や不満を説明する ことはでき

ない。すでに表 2.2で示したよう に、 人口で住民の満足度は説明できないのである。した

がって、自治体合併経験と住民自治組織の政策満足度の関係は都市規模との疑似相関によ

るものではない。回帰分析ならびに偏相関係数を見ても、人口（対数）は住民満足度に対し

て有意ではない（表 2.8)。ちなみに、この合併経験変数は、様々な関連変数を回帰モデル

に投入 しても統計的有意性を失わない頑強な効果を住民自治組織の自治体政策満足度に対

して有することがわかっている。それでは、なぜ自治体の合併実施は住民の当該自治体政

策評価に対して負の効果を与えたのであろうか。本稿でそれを実証的に調査するだけの余

裕はないが、自治体合併がローカル ・ガパナンスに与える影響は、今後の研究課題の 1つ

として現れたといえよう。ただ、この含意として指摘できるのは、仮に合併実施が本当に

負の効果を持っているとしたら、ガバナンスの改善を合併に求めることはできない、もし

くは自治体規模を大きくすることにその意味でのメリッ トはないかもしれないということ
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である（メリット自体はあるが、それが市民に実体的に波及する効果は測定されていない）。

論士
口糸

本章では、ローカル ・ガバナンスの結果的状況を代理する 2種類の市民社会組織の自

治体政策に関する満足度を取り上げ、人口統計と制度配置の観点から因果的推論へのてが

かりとしてこれらの相関性を考察してきた。その結果、住民評価にもとづけば都市化が自

治体政策の質を高める可能性があること、その一方で非営利組織の評価はそれとは異なる

観点を持っていて都市度とは関係がないこと、公式制度との関連では制度の形式的充実度

と市民社会の満足度はほとんど無縁であること、そして自治体の合併実施が住民自治組織

の満足低下および不満増加と連動していることがわかった。

一般に、行政サービスは都市化が進むほど改善される傾向にある。それは本章の結果

からも示唆を受ける。ただし、この章で用いた指標は形式的な充実度合いであって、質保

証に関する情報ではなかった。少なくとも、表面上の制度的充実は市民社会組織の政策満

足度とはほとんど無相関であり、線形(1次関数的）な因果関係は想定することができなか

った。もし「制度の都市部、ソーシャル ・キャヒ°タルの農村部」といったことがそのまま

この問題に当てはまるとしたら、非都市部での制度的不利さから生じる負の効果は都市部

で相対的に欠けているといわれるソーシャル ・キャピタルで補完していることとなり、ゆ

えに制度と満足度の関係は結果的に相殺されてしまうが、既存の情報を用いた立証は困難

である。次章ではガバナンス関連の変数としてソーシャル ・キャヒ タ゚ル的な要素も取り上

げるため、このことについて何らかのヒントが得られることを期待したい。
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第 3章

日本のローカル・ガバナンスに関する比較分析

阿部弘臣

ローカル・ガバナンスにおける住民自治組織と非営利組織

この章では、第 1章で論じたネットワークの視点から日本のローカル ・ガバナンスに

ついて考察を試みる。現代日本の地方自治やガバナンスの文脈では、第 3セクターないし

ボランタリー ・セクターと呼ばれる様々な種類の非営利組織に加えて、自治会や町内会、

区会などと呼称される住民自治組織が重要な役割を伝統的に担っている。つまり、 住民自

治組織は国家と社会の媒介組織としての意義を有している（辻中ほか 2009、辻中 2010)。

また、非営利セクターの代表として、 日本では NPO法人を挙げることができるが、その

ほかにもそうした法人格を持たない非営利の団体が存在し、また公益法人や政治団体など

の団体も社会に多数介在している。ここでは、これら 2つの異なる組織群について簡潔に

触れておこう。

まず、なぜ自治会等の住民自治組織がガバナンスにおいて注目に値するのであろうの

か。辻中ほか(2009)によれば、ネットワークの意味で重要である。つまり、自治会や町内

会にはソーシャル・キャヒ°タルの要素や団体間の提携が観察でき、また社会サービス活動

や自治体との協カ ・連携、そして参加民主主義やアドボカシーとの関連もある。それゆえ

に、これらの組織は市民社会組織と呼ぶことができる（辻中ほか2009:29-31)。 日本の住民

自治組織は、全国をあまねく網羅する近隣住民のネットワークである。政治や行政のプロ

セスにおける彼らの存在感は決して小さくない。ほかに市民社会組織を構成する非営利組

織一般とは機能的および目的的には異なる側面を持ちつつも、ガバナンスの論織の際には

社会的および政治的アクターとして考慮に入れるべきである。

NPO法人の特徴については、次のようにまとめられる（辻中 2012:262)。すなわち、全

般的に小規模な組織であり 、単一争点的なことに従事する。そこでは多様な人々が参加し

ており 、専門性を有し、また個人のリーダーシップがよく観察される。 NPO は行政とは

協調的である一方、従属的ではなく、政府に一定の関与を認めつつも市民参加を求めると
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いう姿勢を持っている。 一定の関与とは、第 1章で言及したメタガバナンスの役割を政府

が担うことを要求しているものとして受け取ることができる。また、同書によれば、 NPO

は財政援助の枠組みが少なく、ほかの非営利組織にくらべて組織基盤が脆弱であり 、情報

量の多さは必ずしも組織的リソースを補ってはいないという。

この点についても、ネットワークの意義を見出すことができる。つまり、一般に小規

模な個別組織が単体で活動し、公共政策に影審を及ぼすには早い段階で限界があるため、

彼らはその目標があるかぎりは必然的に他団体とのつながりを求めるようになる。ネット

ワークを形成し、または利用しなければ社会的に意味のある活動はできない可能性が高いc

NPOがしばしばマスコミや団体間のネットワークを活用して行動するのは、そのためで

ある。 NPOが持つ情報や専門知識は、非対称的情報の問題により 、政府から一定の需要

があるということができる。 しかし、上述のようにそれだけでは組織を盤石で安定したも

のとすることは難しいであろう。それでも、「空洞化Jした国家と自治体が独立に社会問

題に取り組むことができない今、政策領域に応じて様々な問題を顕在化させ、必要な価値

を普及させるためにアドボカシー活動を展開するのは NPO をはじめとする非営利組織の

役目となっている。そこに大きな社会的意義を見出すことができる。

辻中(2012)の謡論に戻ると 、国政レベルで政治や行政に関与している NPOは少数であ

り、大部分は地域レベルで活動 しているということが指摘できる。つまり、これらの団体

は自治体との接触が日常的になっている場合が多い。辻中の指摘によれば、 NPO の参入

による既存の政治構造への突き崩しがあるとすれば、それは地方レベルからの秩序再編と

vヽっことになる。もしそうであるとすれば、近年の地域主義的趨勢のなかで、 NPO 法人

などの比較的新しい非営利組織が持つ社会インパクトは注目と評価（アセスメント）に値す

るといえる。

ローカル ・ガバナンスにおける自治体

第 1章の議論からわかるように、ガバナンス空間における政府は強いリーダーシップや

強制力をふるうことが要請されるわけではなく、むしろ市民間の協調のため、また社会的

紛争やジレンマを解決する手助けを提供するために調整的で補助的な役割を担うことが期

待される。とはいえ、従来型の利益政治が消滅したわけではないため、依然として特殊利

益を追求したロビー活動は行なわれるし、選挙の意義が大きく失われたわけでもないから

そうした団体の影響力は相変わらず強いままである。しかし、そのなかで小規模な市民社
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会組織は、費用便益の意味でより効率的な手段を求め、ガバナンス ・ネットワークを追求

することとなる。その際に自治体は、関係団体の意見を受けたり、彼らと相談しあったり、

あるいは自らが協議の場をステークホルダーのために設けたりすることで、社会問題解決

のための集合行為問題解決を促す役目を担う。つまり、市民社会組織が自律的かつ自由な

エージェンシーであるとはいえ、否、むしろそうであるからこそ、政府の仲裁なしに公共

レベルの問題がスムーズに片づけられることはあまりないと考えなければならないのであ

る。それでは、このようなガバナンスの観点にもとづくと、前章で扱ってきた調査データ

からどのようなことがいえるのであろうか。

自治体と住民自治組織の関係

利用可能なデータを踏まえたうえで、本章の範囲内で想定するローカル ・ガバナン

ス ・ネットワークとは、全体的な構造としては自治体と住民自治組織、そして非営利組織

の三者から成るネットワークである。実際には三者が協働で共通の事業にあたることはあ

るのかもしれないが、本章では基本的な枠組みとなる 3つの二者関係をそれぞれ検討し、

ガバナンス関連の変数についてその捉え方と意味を考察していきたい。はじめに、以下で

は自治体に対する住民自治組織を見ることにする。

政治社会ガバナンスの世界においても鍵となるソーシャル ・キャヒ°タルは、一般に都

市部よりも非都市部において蓄積されるものと考えられる。そのため、本稿のデータに依

拠してみても、やはりいくつかの変数、たとえば人々のつながりやネットワーク関係の変

数は都市度と関係することが少なくないものと予想される。そのことは後述するとして、

いま別のメカニズムについて検言寸してみたい。

基本的に、自治会 ・町内会等の年会費は都市部で低め、非都市部で嵩めとなるが、こ

のことはわれわれのデータからも確認することができた（図 3.1)。この理論的含意は次の

ようなものである。すなわち、非都市部の人々のほうが高い自治会費を払っているのだか

ら、その分安上がりの地域よりも自治会等に対してより強い参加誘因を持つことになるで

あろう（可処分所得的にも農村部のほうがより家計が圧迫されうる）。． 言い換えると 、相対

的に高いコストの分それ相応の見返りを求めることになるし、また自己の支出が適切に使

われているかどうかを監視する理由や意見を述べる動機をも場合によっては与えるであろ

う。そうであるとすれば、ソーシャル ・キャヒ゜タルにはその意味で合理的に説明できる側

面があるということになる。
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回帰係数 標準誤差偏相関係数

世帯あたり住民自治組織年会費 6.182 2.372 0.317 * 
対数人口密度 ー2.594 0.857 -0.361 ** 

定数項 ー4.691 24.917 

* p < 0.05 ** p < 0.01 *** p < 0.001 Adj R2 == 0.39 N == 64 

表 3.1 住民自治組織の活動参加円滑度に関する OLS推定

表 3.1は、都市度（対数人口密度）をコントロールした、世帯あたりの住民自治組織の年

会費を説明変数、活動参加の円滑度を従属変数とする回帰モデルを示している。年会費と

活動参加円滑度の単純な相関係数は 0.566であるが、それらの偏相関係数は 0.317となり、

5%水準で有意である。予想どおり 、都市（過疎）化には活動参加を阻む（促す）要因を伴い

うるが、それと同時に会費の増加は参加を促すものと考えられる。

上記との関連で次に検討するのは、「自治体による住民自治組織への業務委託、もしく

は当該組織のサービス提供が増えると、住民同士のつきあいも増える」かどうかというこ

とである。その理由は、サービス業務関連で住民同士の接触が増えることが予想されるた

め、結果として半ば義務的に顔をあわせる機会は増加するものと考えられる。 表 3.2の分

析結果によると、自治体からの業務委託も住民組織が実施するサービス供給も、近所づき

あいの度合いに対して統計的に有意である。ただし、両方の変数を投入すると、業務委託

度は有意ではなくなるため、自治体からのインプットよりも住民自治組織としてのアウト

プッ トのほうが説明要因としては効果的であると思われる。

また、「住民自治組織のサービス提供が充実しているところほど、会長の公私人づきあ

いも多くなっている」ということ についても可能性を指摘しておきたい。これは上記の命

題と関連があり、やはり自治体からの仕事を通じて、一種の義務感や人 とのつながりへの

欲求に したがって、自然にネットワークが強化されているのではないかという仮定がある。

図 3.2はそのことを示唆しており、変数間の相関係数も強めに出ている。ちなみに、これ

らの変数は都市度との相関がまったくない。そこが都市的かどうかに関係なく、サービス

供給量や自治会長等のネットワーク（他組織の役員等とのつながり）が充実しているところ

もあれば、そうでない地域もあるということである。会長ネットワークは、後述するよう

に、住民組織満足度との関連が見られる興味深い親察対象である。
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回帰係数 標準誤差偏相関係数

住民自治組織への業務委託 11.562 4.007 0.347 **・ 
対数人口密度 -2.695 0.515 -0.556 *** 

定数項 93.222 4.217 *** * p < 0.05 ** p < 0.01 *** p < 0.001 Adj R2 = 0.37 N = 64 

回帰係数 檀坐誤差偏相関係数
住民自治組織サービス提供度 58.182 12.385 0.515 *** 

対数人口密度 -2.799 0.468 -0.608 *** 
定数項 75.188 6.164 ＊＊＊ 

* p < 0.05 ** p < 0.01 *** p < 0.001 Adj R2 = 0.48 N::: 64 

回帰係数 撻準誤差偏相関係数

住民自治組織への業務委託 5.431 3.985 0.173 
住民自治組織サービス提供度 50.659 13.481 0.437 *** 

対数人口密度 -2.730 0.468 -0.602 *** 
定数項 75.265 6.121 *** * p < 0.05 ** p < 0.01 *** p < 0.001 Adj R2 = 0.48 N::: 64 

表 3.2 住民同士つきあい （生活面で協力、日常的な立ち話）に関する OLS推定

続いて検討するのは、「行政との接触が多いところほど、住民自治組織の要望は受容さ

れている」である。自治体に要求が受容されるという表現は、必ずしもガバナンス的な視

点にもとづくものとはいえないが、ただ行政職員とのつながりがあるほうがないよりは政

策過程に影響を与えやすいことは示唆される。 図3.3によると、自治体の担当課職員に対

して自治組織側から相談を持ち掛けることが多い地域では、彼らの要求が政策過程におい

てより反映されやすいということがいえる。この点については、同じ単一調査を用いた辻

中ほか(2009:177)と符号する結果になっている。ほかにも、この要望受容度は、自治組織

の要望 ・意見表明手段の多様性(r=0.476)や自治組織が連携する他団体の数(r=0.473)とも相

関が認められ、さらにその地域の住民自治組織影響力の高い評価(r=0.540)にもつながって

いる。このような行政からの受容は、住民自治組織を して地元行政を誠実と評価させる傾

向がある点も見逃せない(r=0.556)。

図 3.4は上記の要望受容度と住民自治組織の自治体に対する信頼度であり 、正の相関関

係が示されている。つまり 、住民自治組織の要求が自治体で通っているところほど、自治
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回帰係数 標準誤差偏相関j系数
住民自治組織の長のネットワーク 32.463 13.484 0.295 * 

自治体に対するモニタリング度 0.125 0.126 0.126 

定数項 ー1.997 5.853 

* p < 0.05 ** p < 0.01 *** p < 0.001 Adj R2 = 0.16 N二 64

表3.3 住民自治組織の自治体政策満足度

体への信頼が厚くなる可能性がある。

住民自治組織が自治体に対して行なっていることの 1つに、政策に関するモニタ．リング

がある。 図3.5では政策全般にわたって日常的にモニタリングをしている住民組織の割合

を示した変数と自治体受容度の関係が示されており、これらの変数のあいだに正の相関が

あることがわかる。モニタリングには、エージェントに対する監視としての側面があり、

提出した要望が実現に向かっているかどうかをチェックすることができる。この度合いが

強いほど受容度も高まるということは、監視と情報収集が結果に効果を持つということか

もしれないし、あるいは単純に地元の方針に興味があるだけかもしれない。もし前者であ

るとするならば、住民が直接監視しなければ彼らは必ずしも適切な結果が得られないこと

を示唆しているであろう。継続的監視にはそれなりの機会費用が伴うと思われるが、それ

が可能となっているということは費用を上回る便益が待っているということでもある。あ

るいは、もう 1つの理論的可能性としては、 ー監視茂用が十分に低いため、高いモニタリン

グのバフォーマンスが得られなくても何らかのチャンスを窺っているのかもしれない。と

くに前者の場合は他組織との競合を意味している場合があり 、常にネットワークのなかに

とどまっている（つまり 、自治体との交流を続ける）誘因を与えているといえる。

モニタリングは住民組織の政策満足度とも有意な相関がある(r=0.333)。そ して、それは

先述の会長ネットワークについても同様である（図 3.6)。ネット ワークやほかのアクター

とのつながりは、彼らの自治体に対する満足を増やす効果がある といえる。それと同時に、

ネットワークは自治体への働きかけ（要望）との関連がある（図 3.7)。これらの点は強調に

値する。 表3.3の回帰分析結果が示すとおり、モニタリングとネットワークを同時に検証

するとモニタリングが有意ではなくなる一方、ネッ トワークは 5%水準で有意であり 、人

脈が住民組織の政策満足度に与える影誓は無視することができないといってよい。同時に、
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地元行政機関（自治体）への信頼度も会長ネットワークの充実度に応じて高くなる傾向が見

られる（図 3.8)。第 1章の議論からわかるように、ガバナンスにおいては社会的調整の一

種としてたとえば協謡の場を設けるだけでも、さもなければつながりをもたなかったアク

ターを近づけることができるため一定の意味がある。もし会長ネットワークと協議の場に

関する満足度に正の相関関係があれば、われわれはメタガバナンスとしてのネットワーク

の整備状況と調整機会について、ポジティプな関係を想定することができる。 図3.9の結

果から、この考えは支持できないとはいえない。

最後に、住民自治組織が必ずしもうまく機能しない側面について簡単に言及しておく。

市民社会には様々な組織が存在する。自治会や町内会などの住民自治組織は日本の各地に

存在しているが、しかしすでに見てきたようにその機能性には地域間のばらつきが当然あ

る。 図 3.10が示しているのは、自治会等に代わって、ほかの新たな組織が機能しはじめ

る可能性とその地域の住環境に関する満足度をボックス ・プロットしたものである。これ

によると、その可能性がよりあてはまるところでは、より低い住環境満足度を示している。

同様にして、生活安全満足度で検証したのが図 3.11の結果である。やはり 、新たな組織

が登場しつつある場所では、人々の生活上の安全性の確保がより難しくなるところとなっ

ている。要するに、既存の住民自治組織がより盤石なところでは、平均的に見て住環境が

優れていて、なおかつ生活安全性が相対的に高い地域と考えられる。もしこの仮説が正し

いとすれば、人々の生活を取り巻く周囲の環境の質は住民の自治や自律的活動にかかって

いるといってもまったく過言ではなく、何らかの理由によって住民の組織がうまく機能し

ないときはその組織自体が崩壊の危機に直面する可能性がある。

自治体と非営利組織の関係

続いて検証するのは、自治体と非営利組織のネットワーク状況についてである。すでに

前章で確認したように、住民自治組織にくらべて非営利組織は都市度により左右されにく

い。しかし、そのなかでも図 3.12によると、一般的に都市部においてネットワーク度が

低くなり、その形成がより難しくなっていくことがわかる。この場合のネットワークの程

度とは、組織が接触可能な議員や官庁職員、マスコミ関係者の範囲である。住民自治組織

に関する考察結果も踏まえると、小都市のほうが人脈を築くのがより容易であるといえる

のかもしれない。

自治体と非営利組織の関係の方向性を考えるとき、 一般的にいってそれは双方向である
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非営利組織の自治体信頼度

非営利組織の市区町村との協調度

定数項

回帰係数

0.196 
0.056 

-1.991 

* p < 0.05 ** p < O.Q1 *** p < 0.001 

標準誤差 偏相関係数

0.062 0.295 ** 
0.052 0.126 

2 670 ． 

Adj R2 = 0.22 N = 64 

表3.4 非営利組織の自治体政策満足度に関する OLS推定

と考えられる。本章の最後のほうで記述するが、政府にとって社会の状態に関する情報は

非常に重要である。それなしでは政策過程が成立しないといえるし、またガバナンスの潮

流には代蹴制と選挙制度への懐疑主義が背後にあり、その種の選挙過程上の情報と選好は

現代社会問題の解決にとって十分に政治反映されるものではなくなっている。 図 3.13で

は、非営利組織から自治体へ、そして自治体から非営利組織へと互いの相談持ち掛け度合

いが正の相関性を伴っていることを表 している。また、住民自治組織の傾向と同様に、非

営利組織のネットワークと自治体職員への働きかけの頻度にはポジテイプな関係が見られ、

市民社会組織はネットワークで媒介されていることが示唆される（図3.14)。

同様に、図 3.15および図 3.16からもネ ットワーク の活用がさらなるネットワークヘと

連なり、その結果相互協力の関係が形成されていることが示唆される。 図 3.15は非営利

組織のネットワークと自治体の協調度には正の相関があることを、また図 3.16は自治体

との協調性がある非営利組織は住民自治組織とも協調的であることを示している。自 治体

と協調的な組織は自治体政策満足度も相対的に高めとなりうる(r=0.353)。この点にかんが

みると、あるガバナンス ・ネットワークヘの参加がポジテイプな連鎖として異なるサプネ

ットワークヘのつながりを与え、そしてポジテイプ ・フィードバックを可能にしているの

ではないかということが連想される。

非営利組織の政策滴足度については、協調性のみならず、信頼度という点からも同じよ

うなことがいえる。その満足度と 自治体への信頼度の相関係数は 0.483であり、また信頼

と協調の相関は r=0.522である。つまり 、概ね信頼があれば協調性もあるといえる。表

3.4は、これら両方の変数を非営利組織の自治体政策満足度に回帰させた結果である。説

明変数間に弱くない相関があるため、信頼度だけが統計的に有意となったが、信頼は協調

に先立つものであるから、細かい因果律はともかくとして、自治体に対する信頼が非営利
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組織の自治体政策満足度を部分的に説明するという構図はガバナンス論にとって申し分な

いであろう。

ただ、住民自治組織と違うのは、非営利組織のネットワークと上記満足度のあいだに有

意な相関関係があるとはいえないということである(r=0.158,p=0.212)。また、住民自治組

織と非営利組織の自治体に対する信頼度についても、互いに相関性があるとはいえない

(r=0.179, p=0.157)。このこと は、住民自治組織と非営利組織が必ずしも同じガバナンス ・

ゲームに置かれているわけではないことを暗示している。

最後に、ある種のガバナンスの成功と非営利組織内部の人的交流について言及してお

きたい。 図 3.17は、地域別の非営利組織が自治体政策についてその働きかけにより希望

する政策を実施させることに成功した経験の度合いと 、一般会員同士の交流度に関する散

布図であり 、正の相関関係が観察される。しかし、興味深いことに、役員と会員とのあい

だに交流がない度合が大きいほど、政策満足度が高くなりうるという結果もあわせて得ら

れた(r=0.279,p=0.026)。また、非営利組織の自治体政策満足度とこの成功経験は無相関で

ある(r=0.052)。つまり 、そのまま解釈すると、政策の実現や阻止が必ずしも満足につなが

っていないということになる。これはどう理解すればよいのであろうか。結果も重要だが、

過程やアカウンタビ リティも重視しているからということであれば、その点は理解可能と

なるのかもしれないが、さらなる検証が必要である。

非営利組織の政策実施成功度と自治体協調度のあいだに正の相関関係があることがわ

かったが(r=0.344,p=0.005)、一方で実施成功度と自治体信頼度は必ずしも関連性があると

はいえない(r=0.212,p=0.093)。これは自治体への信頼が十分になかったとしても政策実施

に結びつけることは可能であること、また協調性があれば自治体とのネットワークを充実

させることができうることを示唆している。つまり、信頼は成功条件ではないが、協調は

成功の十分条件とはいわないまでも、他条件同一ならばそれに半ば近い要素ということに

なるであろう。

住民自治組織と非営利組織の関係

本章ではこれまで自治体と市民社会組織の関係を中心に考察 してきたが、ここでは市民

社会組織間の関係について検証を試みる。組織間の関係には、協調と競合ないし対立とい

った状況を基本的に想定することができる。第 1章で言及したように、ネットワークにお

いても競合状態はありうる。協調を基本とするネットワークであるからといって常に組織
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間協力が達成されるわけではない。それは、実際には自己利益と共通利益の同時追求を彼

らが行なっているからである。また、あらゆる団体は他団体とのあいだに共通目標を持ち

ながらも、手段の違いとしてどのようなアイディアを採用するか、何を基準とするかとい

ったことについても対立することがある。その点にかんがみると、同じネットワーク ・グ

ループ内においても、現実には協調と対立の構図が両方ありうるものと考えられる。ただ

し、それが政策領域で決まるのか、あるいは地域によって事情が異なるのか、もしくはそ

の両方かは検証してみないことにはわからないかもしれない。

図 3.18は、住民自治組織の政策満足度と 、自己影響力を弱いものとして見ている非営

利組織の割合の関係を見ている。これらの関係は正の相関関係が認められ、住民組織の満

足度が高い地域では、同地域の非営利組織は自己影響力を弱めに評価している可能性があ

るということである。不完全な評価ではあるが、両者の影響力評価を突き合わせてみると、

このサンプルでは無相関である可能性が高いが(r=-0.129,p=0.309)、相関係数の符号がマイ

ナスであることは留意しておきたい。 図 3.19は、非営利組織のネットワークが充実し、

接触可能なアクターの数が多いところでは、住民自治組織の政策満足度が下がりうること

を示唆する結果である。

以上の結果は、住民自治組織と非営利組織が競合ないし対立しているかのような印象を

与えるものであったが、一方で次の結果からは協調的である。 図.3.20は、住民自治組織

の自治体政策に対する不満度が上昇するにつれて、同組織が非営利組織と連携を希望する

割合も増えるということを傾向として示している。これは住民自治問題について他の市民

社会組織と連携し、ガバナンス ・ネットワークを（再）構築することで問題解決をはかる誘

因が住民側にもあることを表す結果である。

図 3.21は、比較のために「NPO法人調査」から住民自治組織との連携希望を問うた項

目を取り出し、上記の住民自治組織の連携希望とあわせてみたものである。地域レベルに

おける親察数の問題により、 N=31となってしまったためか、この結果は統計的に有意で

はない(p=0.078)。これは標本サイズが小さいことによるのかもしれない。 NPO 法人のほ

うが自治会に比してかなり積極的に連携を希望していることがわかると同時に（この事実

はNPO調査データの全国標本を利用しても同じことがいえ、 NPOは全体の 85%が希望し

たが、住民自治組織は 45%にとどまった）、住民自治組織側は相対的な意味で概して消極

的であり（同様に、全国標本でも NPO ほど積極的には連携を望んでいない）、住民自治組

織は非営利組織との協力の利点をあまり理解できていない可能性がある。
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ところで、なぜ住民自治組織は NPOとの連携を希望するのであろうか。まず、 NPOに対

する信頼度と連携希望の関係は統計的に有意ではない(r=0.101,p=0.429)。つまり、非営利

組織を信頼するから連携したいというわけでもなさそうである。 図 3.22は、住民自治組

織の NPOとの連携希望度と非営利組織のネットワーク度の散布図である。これらの関係

はポジテイプである。この点にかんがみると、地域の問題を解決するうえで住民自治組織

がなぜ NPO法人や市民団体と連携したいのかということに関する答えが少し見えてくる。

すなわち、地域における非営利組織ないし NPO法人等のガバナンス ・ネットワークの充

実度が目に見えるかたちとなり、その結果住民自治組織をして彼らと連携させたいと思わ

せているのかもしれない。

地域情報の非対称性

最後に、政府側が市民社会組織との交流を希望する強い誘因の 1つと考えられる非対

称的情報について論及する。 一般に、非対称的情報に関してプリンシパルーエージェント

の枠組みでよく想定されるのは、エージェントがより多くの情報や専門知識を持つがゆえ

に、プリンシパルが必ずしもエージェントの行動を統制できず、その結果エージェントに

より多くの自由裁量を与えてしまうというものである。他方、利益団体と官僚制の文脈で

は、官僚が必要な情報を受け取ることで非対称的情報問題が解決される (Lynnand 

McKeown 1988)。つまり、政府は通常、そしてその「空洞化」が強まるほど、社会とのあ

いだに情報の非対称性が生じるため、その情報を得ようとして市民社会への依存を強める

ことになる。これは、ガバナンスにおいてアクター間の相互依存関係を強化する要素の 1

っといえよう。

ガバナンス ・ネットワーク と情報については、（上述の理由から）政府はネットワークの

有用性を見出すことになる(S0rensenand Torfing 2005)。こうしたネットワークには、社会

問題と市民の選好に関する情報翡用を低下させる効果があるといえる。これは単に政府側

を利するものではなく、市民側にとっても社会組織が「火災報知器」として社会の問題や

紛争を争点化することで、政府に国家的解決またはガバナンス的調整を依頼することがで

きるようになる。要するに、ネットワークは情報を媒介として取引費用の低下に資する。

ガバナンス ・ネットワークにおけるコア機能の 1つは、問題解決に向けて知恵を出し、知

識を広め、またこれらを管理することである(McGuire2011)。

地域情報の問題については、われわれは比較的直歓的な結果を得られたのかもしれない。
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結果の要約はこちらに掲載せず、 付録2に譲るが、たとえば同付録の図A.8では、自治会

等の住民自治組織が情報伝達など行政が日常的にできない役割を果たしているという趣旨

の質問に対して、自治体職員からは非常に肯定的な回答が返ってきている。また、ほかに

も行政に代わって住民のニーズに応えている（図 A.10)、自治会等の協力が不可欠である

（図 A.11)、地区住民の意見を代表している（図 A.12)といったことについても明らかに多数

の自治体が肯定的である。

非営利組織についても同様であり、たとえば図 A.25の「行政よりも受益者のニーズへ

柔軟に対応できる」や、ほかにも「行政よりも多元的な価値観を表現できる」（図 A.27)、

「必要な情報を得ることができる」（図 A.32)、「先進的な施策の実施に役立つ」（図 A.35)、

団体活動は国民のニーズを政治に反映させるために必要である（図 A.49)といった項目はい

ずれも明確に首肯されている。以上のことを踏まえると、ガバナンスの運用にまつわる非

対称的清報の解決が自治体や中央政府にとって非常に意義深く捉えられていることがわか

る。

結論

この章では、地域レベルのガバナンス ・ネットワークに関する理論的視点から日本の

市民社会組織と地方自治体を結ぶ関係を考察してきた。住民自治組織と自治体の関係につ

いては、業務委託や自治組織的サービス供給を媒介としたソーシャル ・キャヒ゜タルの発展

を示唆する結果を得られた。また、そこでの組織的ないし個人的なネットワークの拡張が

自治体政策への高評価につながりうる点も、本章の定量分析からは理解できる。

非営利組織と自治体の関係は、次のようにまとめられる。前章において図で示したよ

うに（図 2.2と図 2.3を比較されたい）、非営利組織は住民自治組織に比して公共政策から

得る満足が相対的に少ない。おそらく、彼らのほうが近隣住民レベルの人々よりも社会的

に高い問題意識を持っているということが関係している。その点を踏まえたうえで改めて

自治体と非営利組織のネットワークを振り返ると 、もしかしたら住民自治組織以上に、信

頼と協調のための取組みが彼らのガバナンス ・ネットワークのさらなる成長にとって意義

を持つといえるのではないだろうか。

非営利組織と住民自治組織の社会的機能は異なる側面が大いにあるであろう。しかし、

同じ市民社会を共有している構成者として、彼らのネッ トワーク関係は協調と競合の視点

から考察することができる。非営利組織間における対立がよくあるように、住民自治組織
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と非営利組織のあいだにも同じような関係性が成り立ちうることを本章では仮定した。そ

の結果、公共政策をめぐって競合している可能性があること 、しかし他方で住民の自治体

に対する不涸が高まると NPO等との協力を模索し始める可能性があることを見出すこと

ができた。

また、この章では最後に非対称的情報の問題についても言及し、政府が市民社会と関

わるうえでガバナンス ・ネットワークを重視する理由について簡潔に考えた。市民生活や

選好に関する情報が市民社会組織側のリソースとして重要であることは、調査結果からも

一定程度示すことができたものと思われる。

最後に、課題の 1つについて言及しておきたい。すなわち、メタガバナンス的状況の

推論に直接役立つ情報は、今回の既存の調査データからはあまり得られなかった。現在お

よび今後の趨勢となる、アクター間において調整的役割を担う（べき）政府の社会ガバナン

スのかたちを多数事例（定量）分析によって検証できる ようにする ことは重要であると考え

られる。
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◆付録1 64都市のデータ



15歳未演 65歳以上
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堺市 大阪府 大 841,966 1.32 1S0 5,614 14.0 22.6 1.1 0.5 24.l 74.8 0.5 0.0 J.4 15.2 

遜｀叱豆紐尋立西迅涎5忘翠涵菩存•丞品浮切．． 茶印；匡：：虹?ifi?:奇；~;・、~-0;;・_:. さ・.!必：-~、;·•·1.Jぷ忍．桑・ ビ．ご9·ふ玄・-!_g,、0汀竺ユ釦訪:iぷ．
神戸市 兵庫県 大 1,544.200 1.23 553 2,794 12.l 23.1 2.2 0.8 20.1 79.1 0.7 0.0 5.5 13.1 

焉正j,Jj直：翌予、窪苺菩忍茫罰硲業慕澄賦滋底崚1~没望ぞJisぢ．＇ぶo;ef,':尋:'..4r:.. < 1a:~ , ぷ:_·1_6,(;:·,;.'、s.:~該...、・:o:o豆．涵玄冥．ー．直i・,

澪山市 岡山県 ，Iヽ 106.788 -3.42 506 211 14.3 25.l 0.1 6.4 28.0 65.6 5.5 0.0 7.9 18.1 

勺逓．ざ呪む．冗窯 翌賢摂寮空’窮窓澄§f茫巽華 .t沿ぷ:".・・マ....•、ー・ . --.. 、....... ,_,;"9'o:::-:-埒A!4¥'::_¥・?恥．•グ 20:0心 ・ . .:,,:1 -. . 、・ 1:0 . . .. _ · i -1•:i, 會 ．え、l-7._Jt..'. ヽ：.,, °b:9¥! ・・
----、岩国 市 山口県 中 143,851 -3.90 874 165 13.0 29.2 1.0 4.3 28.8 66.9 3.8 0.0 11.0 17.4 

臼蒻l:直社：~·,_t;、嘩謡睾譴湧摩認瞬麟蝙．せ祇：蒻涵祖立点':CJ演｀互 淋．` 町紅0叱？芍遠:·.怠濯虐喜0、・f・遠唸予淑ぷ'
高松市香Ill県 中 419,429 0.31 315 1,118 14.2 23.0 0.6 3.0 19,4 11.6 2.6 0.1 8.2 10.6 

唸熊笈遂忌和衷；叉粗択型蓋翠苺箪毬翌察窮婿．痘浴蔀緑唸滋銀ぎ．宮屈詫液怠翌．；姪．原悉韮祐ぷ翌祝謬度；演令唸i'q:'I[認fl鴫f¥互
北九州市福岡県 大 976.846 -1.68 488 2,002 13、0 25.2 1.0 0,8 24.9 14.3 0、6 0.1 9.0 14.6 

：複答厖密面恥活壺紐翠府．閤瓢．ー 涵檎嗣舘癒記渚露咲約起唸．箸；誤応統デぷ送函也岱認紺:i~苓投むぷが緑菜飼
都城市 宮崎県 中 169,602 -0.79 653 260 14.2 26.0 0.4 10.4 24.9 64.6 9、8 0.0 8.7 15.5 

唖底況賓き猛葵で翌語猛隈韓饂．臨函屈娯姻即詞怨訳綜要毀ぷ競終、唸も冷：終点瑶冠斑溶窓出碧案袈咲益懇；！
那覇市 沖縄県 中 315.954 1.14 39 8,052 16.4 17.8 0.5 0.8 11.3 81.9 0.5 0.0 5.9 4.0 

出典：2010年国勢惧歪データ（「都市踏級Jを除く）
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'" ・15歳以土就集者数に対する産東大分娃別就業者数のIt$(¥) . 
竃気・ガ 字術研 生活関連 サーピス公務（他不動産 宿泊纂 昼夜間人ス・熱供 情輯通信運輸業 卸売婁． 金融稟 究．専門・ サービス教育．学 医痘． 複合サー 婁（他にに分類さ分類不能 邸市集．物品 飲食サー ロ比率（` ）給•水道 婁 慰便集 、Iヽ売集 保陰稟

賃貸集
技術サー 集娯楽習支援婁 橿祉 ビス事婁分類されれるものの嚢集ビス業

遥憂忍}衣呈尋細訊；啓逆、呼~磁荏桑：逸が·i庄屯紐翌只 '...-:; か翠泣＇：え:-,i~ィ-~,:竺厨• 注9,3,___ :::1叩 ・科蜆印,:
7.7 18.4 2.7 4,3 12.1 100,5割路市

滋海咲宅遠窯惚塩虻竺虹：•立．逐吐i::成ぷ諷心毯竺:乙(;、)屯~ゞ勾．恥}疇~.-.. お知i-... ~:9ふら••こ位：：｀；、，．．？ぶ··.: i'⑳ 8); 十和自商．．
2.7 5,6 20.6 3.4 2.1 3,J 6,7 4.2 6,2 13.5 0.6 6.1 5.0 2.6 106.4盛岡市

索:&;11亡娑遜'.、9ゴ玉:£_~i1f1主らも?'; ~. 五笠：：五:.:.'.i冤溶こ琴免合3:生活Li姿、応窪豆藷こ翌祁謬:f'~)衣，?';ol ・・戸：函心．西 ·ふ
0.4 0.6 4.9 14.0 1.6 0.7 4,3 11.2 10-0.8ー関市

笑>・Q:6? ・;:;, i,~-1~:·{4,i :} :;19:(,; :、·;-3( _ _ ~... :-'iJ }.--,._2.f:!.'6.:i炉:·、．．ぅ~-9' · '.:ヽ5:S;; . ぐ：1"2,1::; ・~ -':.o:<:_:.,_s這 ~.-·、 .::~.1 ' · :.j'?.4 .. •1.Q.i,'s,· 負形市 」
100、9鶴岡市

．．訟ぷ、().~互．＇．． ら i:1.:. . , 1.'I_ .・., • 2:4. か:・・.. .-S;9'応.·._ ~!';4.sr.,_;,~ ・4困苓.:,.1;6.ぐ、..0:5,'・: ・,5.-7 :; , <2;1i .、4.1 . ,!19,.~ • いわき1fj.

4,0 10,J 98.0南祖昂市

ミ`・:.. A?: ・合も と、1•.;• ·,・xr ; .. ぶ藷；,r: 弓．度9む；，応,・・1.9¥_ _·,,:,04,~ - ,~_-·:、§11::.::?---ii'•·;:な{,そ~;.:~·,~;Q\;:も--;'o資合：r: ゞ，＾感じ •'!•~-:4:~;--: ·· -.-·Jo~_·-_ 、 U2,$ :ポ戸市 ←ヽ
1.7 5.0 5.8 4,0 4,8 8.8 0.4 5.3 4.4 109.3土浦市

: -、:o¥:・.'.-:名t で、．：ヽ}f•·,=.. ,c・;, う;1.'.....:.?! .. ::;、・1.1>.:.•6~!; ・...-, ・. s:s''. .. : !3/ ~J;. i :{&: ・ ・・;. la:、1・ ・t::。r~(:-·." . ··,•. • .7.2 1⑭'~ 宇都宮市
0.6 0.5 4.7 14.5 1.3 0,8 2.0 13.5 5.0 J.6 8.8 0.6 5.7 9S.2 日光市

:--~.o:• ・・，・-'、・1:(・.: ・_ 4.4'__、:.:、15,5;. . ., 1.9・_ ·、―1.0 •, ,_2,r・: .. s.~, -- -~·: 心';;ゞ・必 ・~' ·f1、ij f: ' ,,0:-1 -·.- . .-:: •4:2·" :2.1.: . ・3.i . 9q桐生市 ・

0.3 6.6 92.8さいたま市

.. _"g:s,': ... ~-~)-.:- ,,'58.•/ .. ・,ti,3-・.. 2.5 ;.'_i.5, ・・： ．・ 2i: ・'.-_豆・..・3,f ・・、・ ・・_.:96ださ：ぇo,s.. ,;:~i•·~.-.-;A.1 · . . ● ● , .5,9. - 9s.s・ 熊谷市 ． 
0.3 8.0 6.4 17.9 4.5 3.1 4.J 5.8 3.8 3.9 7.0 O.J 6.9 2.4 8.S 81.7市川市

・.,;_ミ油.!:,. •:a:2··, ... 2,2 -:--jむ ・:.. 4, 釘....・4:£ 、;_$)Qt —~. 絞：‘．•ー：冴．矛；：'..- , ..... ・・- :.-'6'7 ; ;. •· ・、.n., •. :Q.t:)・:'r .:s・坑 ・、 ' ~-0·. • • f~l.Z 文京因 ， 
0.3 6.5 4.6 17.6 J.O 3.1 112.8墨田区

・今~,.'.Jti ·.:ふ・.M 鴫・ ¥ , ·7,?·• ; .・ i.§¥ _ 、. _4.~ . . . ・・ :i'.O :•.· ぎ3:. . 7:1.'・ .. . ~J;'.、: ・3.0 . ·,~:o. 、 ・.. ;0,2、,--・、1、6.:.、2、o.・. 10.7 J)9,1 •· 江東区 •
0.J 8.6 3.0 14.J 4.4 4.1 7.5 5.0 3.8 4.9 7.0 0.2 5.5 2.4 18.5 .92.7世田谷区

, • . . :'7'.'6、,'. 'S.?'_' '3}1" • ,s/':, ;''. ~ 叫..荘りぷ:.:~. j ~:4; >, .. 曹J;s _··~ .、・,. :;'-!))4?/:.. 紐:• •·. ~3'.o .'. •. ・ :11、1, ' 87. ーが杉並区 ＇ 
O.J 6.6 5.6 15.5 J.4 3.3 4.4 6.1 3.8 as 0.2 92.1板ほ区

，．こ~·: 豆翌； 伍.:"サ：笙..-.f6.2・， f6C'.'・,>:71,> ー乙31~·~・、:~ -~ ざ":・_: .• 3・1、.:・、 ・-. ？．7・, 奮. ~f,1,:S::,:c;. 70,:}.''-: ・; ?-~. , 8.9.:1 ・ 足立区• .

5.9 16.5 7.4 0.3 7,2 2.5 14.6 85.0葛鯰区

':・ 賢;::Q、3ら.\、；；、生．；． ．`、 ・tl贔 知，・ヤ•国:·.. : _:J:_11°.,.-; 浴も．．．．．．．．．直；・i}'3,5'fド:.~蜘•：競•碕蓋(;:滋 苓;~年,:,,r_tt・;・')p::i; -,. • ,. 9.[0'町田市，
0.6 3.4 6.0 15.4 2.2 2.1 3,6 5.7 3.8 4.8 10.7 0.4 8.J 10.1 3.7 91.3横須賀市

・':., 名o::;i丘ふ:-2訪・.:.、;,\s.t>,~_1s.a_. ・ ~-1'.6: . ・;2¥ 』ム 緑 .,.• 冷:;:-. :: :-、ふぷ/.:~.4:'Jヽ ：そ :-s. 文•疇~';.~ぷ ·:?, ).F;/・~ ·2.~;-;-: 3.3, ,・・., ii4.9.~ 厚木市；．
0.6 1.0 4.7 17.6 2.3 4,4 10.8 0、9 l02.6畏岡市

・いミ. ~A且 :. 浮8 . ' ・. -~-'.8' ・・・． .• 四'.t . : ·• 2:9 . •·. _0.7,-・. :・ 1.7、, • • ・ ; ·4,~; -, ・.3.5 、・,.. :-:. 祁.' _ ・9:3: ,' 、・ぶo:ii: n 103.1三条市

2.6 1.0 J.J 13.9 1.5 0.8 2,9 5.5 3.6 3.8 10.4 1.0 102.1柏崎市

｀ヽ・ ;, 0'.6乃:•. o:r .'ヽ：. s¥'.::'. _is~! .. ・. ; .. i.1 . . . 0和；．．．．・u:... ,・ .. ~x・ ・'・,4:7' ---~ )4ぇ•． ぃ，!ii:免＊．． .ヽ:¥.f・]:・ーが( ; -i,s". ・, . 1.J; ・. .'s・s,6. 妍発田市
O.J 2.9 4.6 18.6 2.9 1.7 108,0金沢市'>~ 硲．．•汐：'.Q)s:・~::.:· i:?:'.·:, ~-.14·A, ._・.. : 1.s・; _:_ •ii.~ . J:3.'.'_ 叫 ・..·"'.~'_:._r辺ぷ :.;,.'10)8亀："・ ゞ―゚:f・.・, .-iw: -:: 2.f - n8・ ・9.e.1加賀市 ・
0.4 2.0 5.9 17.0 2.2 1.0 96.3白山市

ロ・・ダ；.：遥5;:・:・亨,:f:.. ::;i> ;~: ・: : こ,_a?:'·····~. i,:i: t・-_its-.:i--:~,(·:~ 区：遥/は..? 訳認；ながぷ哀ii~.'.・ぶ.ltiを••`活訳幸ふ涵：．；；・{4::太.,io1,f松本面、
0.5 1.4 J.5 15.5 2.0 1.1 2.3 6.4 3.4 4.1 102.5上田市

; <:'免 互；：心 ．ぶ:j~ ・, _:・. ・1.416.: :':· 2'~ ニ,・ Q}f;.ふ這迄．芯 涎-~→ . 苺奇戸§紐,_:竺¥tC 裳．．？紐・・菜．．．． 涵ふ心2恐鸞;-.~i~; / ,!,04;7 ; 飯田市・：．
3.3 13.2 4,8 3,4 4.0 9、6 1.3 100.5伊那市

',.: 名_Q;4(/;・,o,L.~ ベ逢・';.'・；，ふ；．・・・．．唸:.ヽ・;,~達汽.~ク；5<翌 io因 ．．．． ぷ；芦•縁｀・疇lf:翠臼砂ふミ滋ヱ;\,2竺ご．叡~:高瓜丸
4.9 J.8 4.0 9.6 0.9 3.9 3.0 100.1関市

7・f: ・::,o瓦｀苓．各9梵ば~-iらなら:')9:祈~.'.,:_'a:s· ぎ:.J~ 冠｀ふ稔:s廷：：謬1-忍~::ぎ咲•巳．沫羨翌函翌唸弱迄革泣顎琴ぷ~:i':.-ヽ•こ:·igJ::(9.痴}心
5.4 17.5 107.5沼津市

-.2.,f :co'竺．咲和翌没:\~'.函：こ._;:-''rii... ~. Ji~~、_<j:f;翌:;,泊翌唸韮浜羽涵を表ダ返遥憑和襟．芍溶呼窄翠ぎ・・勺咲翌f函I.~函廂:• 
0.5 0.9 4.7 15.4 2.0 1.2 2.J 5,4 J .~J.8 8.J 0.5 4.J 1.8 97.9豊揖市

己.~、．祝::.::.\/(i応:_,.;:)扇、点;18:J;. :t .:2:2: .'.,_-}.i(・':蕊::•• ~·.P碕；？●●—,:吋s:;:'_< ·)返.:(•;-:尊 了譲酌窓．． 迎：迅・古・苔ぶ:,や'.J~4.r・, 9.9:S-'伊蜘c,:
0.5 0.6 4.9 12.0 1,5 0.6 1.5 心 2 伊賀市

,ヽ: ぷJi・、 ミ·,.:-:~唸，； ·~:/o.~・ ·:•: ,:i.1_: •. • ．ヽ？硲:: .• z).・:;,. ・.-r4. 逐·t:、fi.;:r~ · ・、.,.,... -・... ;._: ,:~ みふぶ；、6就和・茎10.?.:なぶ迎J•ぞ'0<~1哀字ぶ？＆紀・"'.• j'.0:1;こ．．．述~;(,京都市．＂、．
2.2 6.1 17.6 2.6 2.3 2.9 5.3 J.5 4.2 11.7 94.4堺市

; ；．戸秘：-~-: 召塗玲‘晶宕・/-:.20-:(.'.・.~ か ぶ‘＾ 如·ヘ・・・・~,'.i-"~5,ぷ心・ を7，嘉奇函紙：.ゞ~·:湊だ：さ鍔9'•百蕊酋芍哀~姦・(岱2・ク沿'~五：a'iご：：-is: 迄薙面で
0,5 2.5 U 18.2 2.6 2.6 3.8 6,5 3.5 5.2 11.5 102.6神戸市

已這声．こ函g:";:怠芦祀詞豆翌.?~恥 ；;.:;~jぶ·;,ご；：泣苓f£ぷ虞逗豆認砕 詞 醗甲'.如嶼!.'ふ菫 ；ご訊芯涵筵江市こ・・:
J.3 4.6 12.6 1.2 102.6凜山市

名芯0迎袋急 •`こ誕S:tif_・:: 置が哀祭.;羨夜':'ス・：郷 盆缶；翌船 噂 没翠謳 認謬叫 濠蛤笙ふ忌這 .Q;豆:.・.j泌；五蔦希気
0.6 0.8 5.2 1 5.J 3.5 4.3 12.7 1.0 98.2岩国市

窒遥染森蒻 企泊必竺砂祀ご房 芦 ．：蛤苺 培躇ど和 ．． 祓登磁基躙 祓蕊 ＇述函鰺瑳藍紐誨蕊こ亨 謬 OO罰藷蚕笥
5.2 21.2 4.8 11,9 4.0 2.9 104.5高松市

湿尋遥螂翠認晒摯 潔叫滋 幽 露如醸涵函詞窒藍臨達響繹磁隣窪 沿翌 菌睾籾筵
102.7北九州市

・三饂譴竿 藝蔀姿ぎ後豆譴．掌逗 誡 渾 競晒堕臨笈鑑幽謳認組睾 訊 総ぶ斑唸箋蔚蘊
0.3 0.6 4.4 17.J 3.7 13.7 4.J 2.9 I 03. 7都城市

苫衷翠紐録誤忍寮望舒緊芍岳拷誕媒瞑窮滋湮窓需匹蒋極聡買翌密堕菩課翌惹甜四器図函密綾部碗笥函蔚§
3.1 5.6 16.J 3.2 3.4 8.2 3.8 5.2 10.7 0.5 7.5 109 1 那覇市
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都市 自治会数 世帯数
自治会
あたり
世帯数

行政職員 歳入決算総
行政職員数 1人あたり 額2007年（単

歳入決算総歳入決算総

人口 位：100万円）
額／職員数額／人口

,、 ·:::~2;,t6.~,塩、.SAO;_~O_fr: /_/.,>, -·.::J~l.-、 ·i·、.:·3;;2,~陀...、:：芦竺聾s.芸13,1:~.~~-斡．． ．．ふ:,; _:O涵6ぷ瓦 ·._-~々A::裟箪各市．．．，
. 489 91,694 188 " 1_,0_78 179 106 410 98.7 0.552 

＊和田市:/・・―-, ふ..- .. .. • . -. 298-'.. . 46,,'2;17.、('.._ ,. • . が ..< .. _ .. -.a・s:. . : ・.;i <P~.. l. • ャ~ •-•, :-1.ai,~ . : ・~9慮ff&· ヽ ..・・ ·-:t~ 浚：.,,~. • ·.0,4:~a、
盛岡市 374 121,939 326 _ 1,41_7 209 95,199 67.2 0.322 

竺晶棗：、9、マ 翌： 、翌悶··-—.•-·, ::,1 ・--. ·iir·!_~ ·=-~-~~ 、 名t悶:~.- •• ~u -.. ・g翌る
山形市．更 ・. ・5,49・.  9.3,;0.3$~ . . ,;,169、'!・',• • • • , .- , ,、..l.0~_g-. ----· i4~;_―ー・．．晦辮·:._' _・_.: 襄J_.. _・. _0;3,1.1 .. 鶴岡市→•. ~. .、·--—- ...' .. -. ・"" ..' , ....、......, .... ---・ . 

471 46,833 99 . 947 151 61 778 65.2 0.431 
いわき市，：：ー・；—'・ _- . 4,Q8 __ . 12-!J,3.50:.・.'<.、:--: 2_6_0-:・.. ・. ・ ・ ・ ・ ・・-・ ・ -・" 1..sa:o.'.'.'.'・ ・tss・__,_{45;,8忌7:.'. . .・, 66-.~、. :. :0』,~97
南相馬市 179 23,5?0 132 479 151 28,249 59.0 0.390 
水戸市 ・ . 11ZOA: J:04,754 : .• ・" ... . .、..'.s~ .• -_r ;.~18 ·_·, .・ 2,16 : .-86,;34c ・・ ・ ・ ・ ・1q・_9 __ .、 0.. 328,・ 
土浦市 173 53,633 310 665 215 47,473 71.4 0.331 
宇都宮市.-. •· ··1~8 ..' · 13~.9.&5・:_·;:・. 170 . ・... 頌'12° . •. ・ 19・(... 1'5:4.711 . ・ ,6.0 9. ・: .0'.308; 
日光市 227 35942 158 796 120 41,324 51.9 0.431 
桐生市 . .  → r2.s., ・ :. s.0.09~-·:"' 、. 40,1 . . , ・・" -・・ ・:、, !H~ .: --. -・l-95, 45;.5;4,i:1・・. .-6):/f_- - .・0.34:7 
さいたま市 . 838 479,583 572 5,182 , 75.4 0.326 . ~28 390.942 
熊谷市 • • ・.3.64・・ n;ij5.!f・ ー',、 i:13・ ・'、 96廊・・..・: ・2'14ー・..; 56,.2'1'5. 5K'2・ ・-'.0:272 
市川市 . 229 _208,622~11 2,122 219 114,877 54.1 0.247 
文京区 • ・ ・ 15:tl:'. 96;'¥_66. ·'• ・ ・ • .... ―,6Hf ... ・f1,i:oa: .. ・・.-, .. --r2'a・．．．＇ 礼530.; - 50.8, 0.393: 
墨田区 165 112,502 682 . 1,775 128 87,679 49.4 0.386 
江東区 ・ ・'. ・. 26.6- 202,888, ・・ ・. 7i6.3, .- . ,:·2;3,.0~; ・.-・. .-, ... ・i !{~ . . l2a.6iJ3; ._.. ・55::Z, _・_ :0 .. 4~~ 
世田谷区 197 423,071 • 2,1_48 4.,236 193 201,188 47.5 0.246 
杉並区 ・ー・-• . ・ ¥6' 1 ・・: • -~ 2-Btl4 3, '・: ._ ; ・1 ,] 5 3; ~ ---: _ --. ；ヽ 3¥ tl O~ . : , : ・；,~i &-~:· ;・ -l3 M、、lf • . -・ . . • '-4 ft  . . -. --:: 0 . i 1f~ 
板橋区 216 262,786 . 1,217 3111 169 153,575 49.4 0.293 
足立区 •一 ・ ・ 429 29.7.;~_Hr··.- .. -_ · 69'4 、 紅5芯．． ．・ t9~ ・• 2:r1.:r1 a.: ← . !l{to,・_. ・_・0_3z-7 _, 
葛飾区 _ . i39 204,043 - 854 2,581 170 141,890 _ . 55.0 0.323 
町田市 ·• 29.7 1'66.'..0~5'. -・ •. 5!i9.'' ・と ・1.544.;・ .. . . .-26,2 '. ・11:Q,i・&'5. ・ ,; ・._ 7t.4,~. 0.2:7~' 
横須賀市 356 174,844 • 491 . .1,947 221 136,892 70.3 0.318 
厚木市 :'. 216'- . 91,26.5;'・.: ・ ..42'.3, . :_ l.、T4'5i・:_.. l9p: ,. ・:z;M町 ・ ...Q:8:9,-.:~ ・. · Q.3.5~. 
長岡市 961 95,318 99 1,764 160 142,502 80.8 0.505 
三条市:: 'ー：・.:・..-・.:z-20<>--33.:ili4応,.'・:・:.1,.$.J.¥-':.. >_ -._ -''J.J;_o::・: •• -・・ ・ ・. . -l 5,1'-:,. • 4,7,!)ii訟 ....6. 呪fr:~.- . : . ('J',44.7 .-
柏崎市 302 32,717 108 672 141 53,134 79.1 0.561 

-:: .. ,'.3Z7.、-、;..~.3.~.~-0ゃ>.s,::.. ,:. 1[Q2、:.・,._・.・. .'.. 6¥-&呵:·:-ー：• —:· ヽ五l§J'..::-_, '・ ;43',;l¥4{:. ・ ii4.~4';: ビ丘.,•.-:Q.:f1f .新発田市['今―,―'" 

金沢市 1,338 177,894 133 1,738 261 173134 99.6 0.382 
加賀市.・ .-'.'>'284}.;-" 1i2.B;fl7 ,;-;··_..,-冗．グ99:T,,:::\::--··-~雑;-,'... . '...、i>ぜ．．．． ・心 .・' . .:''—1-~9;; ・ . ・ ・. .2:8汲95:0・、 , . . ,.; 訊1、、;,; .. . • 9;~,1-s, 
白山市 378 36,483 97 751 150・ 57,026 75.9 0.508 
松本市:~·_;<―・・；.-': ... ~ ・~4糾． ↓ t:·;~JJ:fl頭r.:・・心覧叫，砺':,;芦；... ·t俎oL— ！：・：'~:~\J函；； · え ·.-·a6;{~ic;,:; .: ●●●，・・:<秘.'ft;-:~<:―. Q:3~8Q,'· 
上田市 238 60,830 256 927 174 62,715 67.7 0.388 
飯田市 ・ー：::-. ::. ;:;:~:iatt.:.:.·\: :~ 尤1,:9,P:'ぷ:;'/'.~{:t3Jー：.\:~.:· 臼::ti面,-:、--~―;;: ふte予 :_・4立，切Q),;: .-.・: ・・ 祖‘か<ヽ・・:.-,:屈9~;
伊那市 88 2_6,522 301 574 129 31,360 54.6 0.425 
高山市 ―~ :, ・._•... -・ ・ ・.,3.0I{': _-・: , 33必1t:~--,.. 一..:~1,rr--·:~_\;:~::6:tii"-- 、:, ・,. ●● .1勾'5: ··:.-·.5、~i'J;$·~ .-.. -: B,9: ~3; ~ ・, ・:・ (flfl'B: 
関市 _581 3,2,08_8 55 514 f84 45,521 88.6 0.481 
静岡市・区． ？・・え ·',,9Q'1}1~·-~'2'6It,55r ・ 算:-••. Jii{q ;, :.-',; —.03.3:~~4、:~~ -~. •. 2'2"!:hむ,:2唸，,S,:4戯'.,ぇ：：；芯•初函．姿L}:d'.3,lf公
沼津市 29? , ~1-.27.? .....、 284 9互5_ 221 72,728 76.2 0.345 
掛:JJf市>..... , ．．ぷ，，；'-:·•_; .. ·-aoo,-'・ ')•,:m俎5吃．匂き:l;i)in: 予`、ヤ：翌・¥:4認.・・?ぶ,,Ti:; 滋3』ご：｝ー.•:·4·1,5·8: だ・：.-:'.T->:a灰9,,~,も玩X:'.:恥胤.'
豊橋市 445 _142,039 319 1,456 261 110,847 76.1 0.2~2 
伊勢市芦・,-•• ., • , ・.:: ・?・.J7J淫t竺・.5:2::stN1.・¥恣．`―'T.,.j・o_4え_;:.?;巧．—:ao~え .o.,:;-:::)i匹菟危．沌5',0~9~-. ・'._;~・ぎ : ~'(K .;~;\忍Oi3.2.9i :
伊賀市 275 38,190 139 821 125 54,220 66.0 0.526 
京都市ご:,::,.'/. も ~-~!l.tf•):·66'!t随4-i_::、·,t,-'iご謳，:釘；‘惹｀・t.975-ぷ＇ご:;―・_・・全浦糾 :,,'.、：_6.8l/Jr2額 ：・.=::; ご遠5怒、・幻：;c(4.5¥f, 
堺市 1,203 325,079 270 3,963 203 278,305 70.2 0.346 
坂田市ぎ；ぶぎ淡哀•ほ萄．応1俎源癖危号翌俎虹茂ぬt況菌ざ．． 号兌．渇諏・母乞1如紐愁：r竺菜&~8造翌:.匁Q逸6:.,;
神戸市 2,734 643,100 235 8,849 172 826,130 93.4 0.551 
松江克烈．］店、名翠苓祗函紅名恭源翰翌迄．：舷9記 ．：忍誇、m領話芯．翌逍⑱瞬・:.禎函敬改・え緑8紋語登i祁瀦函；
津山市 365 ・43,286 119 656 169 48,937 7 4.6 0.440 
拡嗚病 応翌ぷ約通．領器翌這証晦羞恣母頚鰐雰；蒻雨舷 ；色：：：・梵笈甜危恙？顕 ．紐8]茫認；経涵恐E認泌面禽
器国克. 813 67,149 83 1,128 136 67 330 59.7 0.439 
阿南蔀斌翠滋望忍忍i~祓逹茫蹄逍9写謬召乱韮揺芦芯ぽ郎応応望饂翌竺忍箇咽迄．．も芦弱蒻毯・冠捻蜀討O名
高松市 2,656 174,168 66 1947 218 146815 75.4 0.346 
労治雨互．；：：••ぎ翌?9.斡・r五~·:':1臨~;ぜ琴:,t..~湛ぶ芦・立1忘to料―・翌ぷ浜砥•尻芯蒻$~恥 貸：.勺演忍ふ涵恕岱l瞑
北九州市 2,835 421,772 149 5,269 189 523,535 99.4 0.526 

，久螂諏瞑．苓顎ぎ逸~)j/ぇ：,:・ 揺蘊か啜蒻西噂氾：舒喜噂涼翠屯ざ~-f臨1応．委，項認祗虹忍忍8謡疇，競苅，13-'6話
都城市 301 72,587 241 1 111 154 72,981 65.7 0.427 
延岡蔀：・：立ば：袋 、)~~豆；'.:•<:.:··、取磁．正：裟笠:·,1.'3.俎}翠唸祖滅泣·ふ応11~'2';'. 互そ斑邸斑翌:t・ぷ翌~~(啄募翠蒻；1耐
＂団全国自治体調 ij-JIG旦賢巴夕に接合塁悶た変数↓t2lに作成。222 111,655 78.6 0.354 
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・歳出決算総
地方税 財政力指数実質収支比公債費比率

額2007年（単
歳出決算総 2007年 地方税/ 2007年（ー 率2007年 2007年（一

都市

位：100万円）
額／人口 （単位：100万人口 部2008年で （一部2008 部2008年で

円） 補完） 年で補完） 補完）

拉弦想9'M呪` ぶ認趙:'4.陪瞬含琺翠蒻五ぷ＇賃 虹3釦浜・互;:!r_§!l幻立<r・峠.~ :,-;.~.:ー：： t匡2Ji:J.dジ・じ：立戸
105,530 0.54 7 21,994 0.114 0.48 0.48 . 0. 面釧路布

侭霞餞麟忍翌．，•：謎函汽．唸喧，：5瓜ぷ．；え苫H廊逍6翌翠杢喜嬢i.叉.t:-ゞ：・訂＇む竺；孔 ~'i翁0げゼ和国市菜戸
・- 1盛 岡市 ．． 93,885 0.318 39,425 0.133 0.71 0.71 0.7 

L -~·.:、 2位孤．：•こ：'.__ ;q_:49述.;-::.旦，•お，BMこ ~:〗,·xfo~:&·:·-.· ・: ,itw夕,-,_、:0・.38/: ・:: : d.38・: 宮古希>~-~'.
56,768 0.455 1_0,983 0.08? 0.37 0.37 0.37ー関市

~:_,_):~:.a~·~i ぎ;:''.-.,~緑q_s:如'.・ ~-7'·:3~.Jl狙令:.:-.c/,:o~:速§こ i.:::~~0;7,妃こらぷ·-4.(49:?~-. .-:-_, 誼，1配山形痘．亙藝
, , 鶴岡市60,570 0.423 14,105 0.098 0.41 0.41 0.41 

．； ． ． 汀2tia:aこ： i. ヽ・. ;b,3柑'.. : ,:・ ・ :~i',f g:3.8'・・；. . -,--• --: ... -・-,_・・'.,.,•. ・-む1勿．：．よ•こ..:.'-·~-.0i&.fk.·.. ● ~.;. 心4i3Q、：●、二・;_l.5,、領こいわき慨苔・；
26,753 1_0,229 0.141 , 0.369 . . . . 0.67 . _ 0.67 , 0,67南相馬市

: ·_· _.)33度~2... '• ,. 、--- Q澳if ~-.,.- ⑱, 82:,~·.:::. ¥,: ciJ4'.4;;::.: . ・. Q':&3., ・.:: ・2...1・0:・. ~ ー・ 、ぼ 00::水、P市；c: 筐
46,272 . p.323 21,839 0.152 0.90 0.90 0.90土浦市

t・: .. :lf.!i°.Pi~ " :_O;Z:9"2 . ・ ・18・,8QSぶ .. .. .q,Jq,1 ,.'.=::.; q:~~.' —... ・・ ..、 6:.w...._ .. , l3,W:、・ 宇都宮市．炉・;
39,887 0.416 14,211 0.148 0.65 0.65 0.65 日光市

r:: .... : 4紐rn,::/..: :-p:3s·6✓--· : • :- ヽ・丸l~.B:--·. ・ ・0・;11oa"・:-各:i● --~(:)':5.5;, .: ; ・. •, : <. 0,55、:,・・,..··, ~:!i~.、桐生市・:·:.i: -~ 
377,248 0.314 . 186,786 0.156 0.97 ， • • . ・,・ • . • ' Q.97 - . 0,9? さしヽ たま市 ” 

; ._ .:.5A9.s切・・._・;、,;0¥'2甜・.、 -e'.6;313::・ ',.'{')J叩・.•• ・.:"_-,_, ・.... '•::.•. ・.、-.•. ・.''. -・;; 熊谷市 ・:、::---.,
110,895 0.238 66,9~2 0.144 1.05 4.90 9.40市川市 • 

;'. . .'.(~ii',jfii'g戸:~ - :i-:"".-:b;3j芍':~·... , •. ．ゞ、．；ぇ1ii7.8J(_,:、、:. /・Q;1f3,'6・・.. -・ '.... 改涙区ぇ;窃
85,638 0.377 14,936 0.066 墨田区

し,:、 lZ:lf}乏せ別．`―-~c~0'."2.§ti; : こ: ·:,::'iB;:ffS~~:::,.;: '.:o;o・lf$:; ・_::;:今. ,,, :-'~'-: : ''.:  ・,, ・． ，ロ:,:. ・:. ・.・' . ,• .'.: 7翌江東区:;~、:~
197,801 0.242 98,912 0.121 世田谷区．

:,~ ,J..3萄勺~\、2t :;屯訟廷：；；．：；塗，括斡・.i..... Q..]l~3/ :_;.•'._t翌,/'.::- ;·:ば‘翌:,-:・・-?;:こ~:",王もさ._:杉澁区：r這
151,561 0.289 34,698 0.066 ··• 板橋区

● ..  <、~b'6祖：5:i(. ~- ;~.-~Q紅~-"¥-: ・咽難`弱_,- ・・・o.節2: . -; ーヽヨ':'―:.・: ,• , , •• ' C ;-•'·• , . , . .. .... ヽ_.・_,・: 足立区 ．ご：-：‘：’ 
137,854 0.313 23,991 0.055 ••• --葛飾区

'・..:. ぎoe;;:2-c111, ・ ・ • ·• 、..•. --'--.... ;Q臨e...... : 集 :6.~;;~裕、___・;.・_.,:. 9~3討:i .. -:. ;_ ,_ U:2・_',J .. : ::.g速船~. ~ 益 0:1町岡市・・:::・.ち．．
0.154 130,759 0.303 66 309 •, ,, 0.82 6.60 15: 1, 0 横須賀商 •.

.. ;. 3A朗7:--:_';::. ここfJ~Jぷ:·.·'j!).;艇糾::.:・:_ Q;,Wo.:: . .:: ・:.¥ :y, 奴::-:.":.)_6; 裕割・:>'・・..'JtJ割厚本市．や:!
128,699 . 0.456 33,514 0.119 0.59 0.59 0.59 長岡市

; ・・: 1t6:,Q.4割：心ぶ・(0;4獨 ．；知、-~1.2愧瀦葛．：、和·丸）江Ji~/ぷ::,←，；：：ふ姻4\ざぷ立武·,o.;e~rr_.,窟涵釈，~t1~立送荼茸定液函
51.444 0.544 17,267 0.182 0.78 0.78 0.78柏崎市

··~·:.J1遠1・i、戸；．〗'.Q忍粒豆翌祖蔀`0.'氾，退鴎其：ご'.'.;.~む蒻ぷ翌；；こ領遊•.写ふ零銀硲親発田気鰤
170,265 0.376 74,130 0.164 0.74 1.50 22.70金沢市

; _;・:.・-: 競糾領．．ど翌(:iii澳料分.:翌ぶ五瞑競召・.応(む函翌:<ご＇なおむ5班喧．．没:(Q;$~哀翌譴唸雛源加賀酒認導
54,766 0.488 15, 182 0.135 0.56 7 .80 18.30 白山市

応・ぶ翫廻Iこ諷 酸 竺滋諏舘ぷ芸祁11甑 翠豆紀蒻．鱈 饂｀ ．認 逹函癖鐸繹諏盆醤
60,098 0.372 20 922 0.129 0.61 0.61 0.61 上田市

訳区紺，唸公ご竺：：銀函辺冗I緑応言：・;<・臨1;'.Q!:羹姜逸l:~歪・t贅訳函翌翌翌⑱痰頸証師衷箆
30,316 0.411 8 073 , . 0.109 . 0.50 0.50 0.50伊那市

, .).'.g:7!iJ?k.-::¥;::f5. 銀 ：_,,, •• 言；{$'.~i釈：；·べ．：：頁汎i~f?、'':ifく"'・⑬浴瞑；；；：•一了租菰ぷ空＇．？烈話飯高面蚕翌計
40,676 0.430 12,040 0.127 0.56 7.90 15.60関市

翠裂邸祖翌こ硲-Jt~:~J記望．直認殴む．こ・翌加19冦':合苔応oJafl~認ふ;・b祖磁芯；り立諷甦硝描計器茎乱
69 073 0.328 33-1878 0.161 1.00 1.00 1.00沼津市

夜竺涸，2繕謳：臣浅渾旱;~;戸祖磯起翌汎溶笹を記：噸諷食生．弧!lb.蕊え臼訊途認掛J釘l涸咀翠
106,265 0.280 58,299 0.154 0.93 6.10 12.10豊橋市

羹渇幽｀：む：冥細裟;_f,;j腔瞬認？…：加[Q訟．蕊譴 認尼砂蒻 鍔 ぎ函鱒漉勢庫譴月
52,360 0.508 13, 162 0.128 0.60 6.20 16.80伊賀市

t-.•.; 鉗雌館索せ怠恥割艇:€翌合頌詔懃忍＇哀臼姐］誕総工嘉俄敬羞豆ふ：泣6認，-泌澁逸蒻蒻謙歯裟母視
0.344 118 436 0.14 7 0. 77 0.20 15.80堺市
鴎 鑑翠暇 醐蘊涵縣 晒鑑脳躙饂翌窄濾韓認迄躙函醐舞宴塁
0 546 250 580 0.167 0.65 0.00 31.50神戸市

鑑認塗益臨麟底翠塁翻臨羹緊碑涸忠恣翌殴癒攀 疇嚢紐醐臨躙
0.421 12,265 0.110 0.51 4.5.0 ・ 18.20津山市
疇 嘩 置醒癒攣揺零 霞鵬諜 臨 麟麟攣 攣 譴 璽
0.426 18 728 0.122 0.57 0.57 0.57岩国市
獨窟零 寓鵬訊 繹細碑麟攣 霊窃麟 翠霞攣 麺疇疇
0.332 60 430 0.142 0. 79 0 79 0.79高松市
蜘麟疇事零 攣疇囀 瓢 摯 疇 認忠瞬寧暉謬！
0.518 151,990 0.153 0.63 0.50 17 .50北九州市
疇 認翌鵬 響 翠 麟 認翌燭麟翠殴彎 茫攣攣輝顕声

71 873 0.420 15 818 0,093 0.46 0.46 0.46都城市
犀 巌謡緊益謳窟猛雀謡 ｀総醗:.Q錮滋謬委四栄唸；謬訟這涵藝涎醐詑恕

109 692 0.348 33 724 0.107 0.70 2.90 16.80月
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◆付録2 J-JIGS2接合データの要約
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図 A.4 住民自治組織と自治体の望ましい関係 （住民自治組織意識）
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因 A.5 自治体との関係に関する住民自治組織意識（地域別）
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図 A.6 住民自治組織に関する自治体職員評価：
「担い手層の高齢化が進み、今後の活動の維持が危ぶまれる」
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図 A.7 住民自治組織に関する自治体職員評価：
「加入率の低下によって、従来から行われてきた活動の継続が困難になっている」
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回 A.8 住民自治組織に関する自治体職員評価：
「情報伝達 ・親睦など日常の活動で行政ができない役割を果たしている」
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図 A.9 住民自治組織に関する自治体職員評価：
「災害時の対応など緊急時に不可欠の役割を果たす」
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図 A.10 住民自治組織に関する自治体職員評価：
「福祉、治安、まちづく りなどの分野で、行政に代わって住民ニーズに応えている」
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図 A.11 住民自治組織に関する自治体職員評価 ：
「行政の施策 ・事業の円滑な実施のためには、自治会等の協力を得るこ とが不可欠である」
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図 A.12 住民自治組織に関する自治体職員評価：
「地区住民の意見を代表し、行政とのパイプ役となっている」

ー 2
 

3
 

4
 

5
 

図 A.13 住民自治組織に関する自治体職員評価：
「地区の課題について、住民の合意形成を図ることができる」

-94 -



O
S
 

0
寸

o
c
 

゜ヽ。

o
c
 

O
L
 

C 

〇
寸

o
c
 

O
N
 

冬

O
L
 

・o 

ー 2
 

3
 

4
 

5
 

図 A.14 住民自治組織に関する自治体職員評価：
「役員が固定化されるなど、運営の改善が必要な点がみられる」
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図 A.15 住民自治組織に関する自治体職員評価
「自治会等に代わる組織や団体が育ちつつある」
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図 A.20 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価：
「政策の提案よりもサービスの供給を担っている側面が強い」
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図 A.21 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価：
「特定の対象に偏っており、サービスを均ーに提供することが難しい」
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図A.22 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価
「専門的な知識やノウハウに欠ける部分がある」
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図A.23 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価：
「継続的な活動をする基盤が弱い」
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図 A.24 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価：
「行政よりも旧弊や慣習に縛られない先駆的な活動ができる」
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図 A.25 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価：
「行政よりも受益者のニーズヘ柔軟に対応できる」
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図 A.26 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価：
「行政よりも効率的なサービスを提供できる」
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図 A.27 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価：
「行政よりも多元的な価値観を表現できる」
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図 A.28 NPO・市民団体に関する自治体職員評価：
「行政よりも公平なサービスを提供できる」
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図 A.29 NPO・ 市民団体に関する自治体職員評価：
「行政よりも腐敗 ．汚職の危険が少ない」
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図 A.30 利益団体に関する自治体職員評価：
「行政の主張に正統性を付与する」
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図 A.31 利益団体に関する自治体職員評価：
「利害調整に役立つ」
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図 A.32 利益団体に関する自治体職員評価：
「必要な情報を得ることができる」

ー 2
 

3
 

4
 

5
 

図 A.33 利益団体に関する自治体職員評価：
「政策 ・施策への反対が緩和される」

-106 -



0
9
 

〇
寸

苓

O
N
 

゜

0
9
 

〇
寸

苓

O
N
 

゜

ー 2
 

3
 

4
 

5
 

図 A.34 利益団体に関する自治体職員評価
「市民参加を活発にする」
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図 A.35 利益団体に関する自治体職員評価 ・
「先進的な施策の実施に役立つ」
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図 A.36 利益団体に関する自治体職員評価：
「行政運営の長期的な視野を欠く」
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図 A.37 利益団体に関する自治体職員評価
「行政判断の自律性を失う」
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固 A.38 政策立場に関する自治体職員評価：
「行政の評価基準としては政策の効率性が最も重要である」
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図A.39 政策立場に関する自治体職員評価：
「国や自治体はどちらかといえば経済成長よりも環境保護を重視した政策を行ったほうがよい」
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図 A.40 政策立場に関する自治体職員評価：
「国の主要な政策課題は地域間格差の是正である」
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図 A.41 政策立場に関する自治体職員評価：
「国の権限のうち可能なものは自治体に委譲したほうがよい」
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図 A.42 政策立場に関する自治体職員評価：
「地方自主財源はさらに拡大されるべきである」
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図A.43 政策立場に関する自治体職員評価：
「貴自治体と都道府県との関係はこれからますます強くなる」
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図 A.44 政策立場に関する自治体職員評価：
「貴自治体と中央省庁との関係はこれからますます強くなる」
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図 A.45 政策立場に関する自治体職員評価：
「広域行政に向けた取組はいっそう推進されるべきである」
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図 A.46 政策立場に関する自治体職員評価：
「税負担を増やせない以上、行政サービスが低下しても仕方がない」
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図 A.47 政策立場に関する自治体職員評価：
「行政サービスのうち民間でできる業務はなるべく委譲したほうがよい」
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図 A.48 政策立場に関する自治体職員評価：
「企業は利益追求だけでなく社会貢献も行うべきである」
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図 A.49 政策立場に関する自治体職員評価：
「様々な団体の活動は、国民の要求やニーズを政治に反映するために必要である」
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図 A.50 政策立場に関する自治体職員評価：
「市民の直接的な政治参加はもっと促進されるべきである」
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図A.51 政策立場に関する自治体職員評価
「国の行政運営は全般的にみて満足できる」
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図 A.52 政策立場に関する自治体職員評価 ：
「貴自治体の運営には全体的にみて満足できる」
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図 A.60 住民自治組織評価：自然環境
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図 A.68 住民自治組織の自治体幹部に対する相談
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図 A.70 住民自治組織の地元有力者（非議員）に対する相談
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図A.76 住民自治組織の意見表明手段の多様性（署名活動、 集会、 電話、請求等）
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図 A.77 地域における住民自治組織の影響力評価
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図 A.119 非営利組織の政策立場 ：政府の経済への関与の縮小
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図A.122 非営利組織の政策立場 ：経済成長より環境保護の政治
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図 A.123 非営利組織の政策立場：国民の政治参加拡大
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図 A.125 非営利組織の政策立場 ：自治体への権限移譲
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図 A.126 非営利組織の政策立場：国・自治体への国民意思の反映
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図 A.131 非営利組織に対する自治体からの相談度
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図 A.132 非営利組織の自治体幹部に対する働きかけ頻度
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図 A.133 非営利組織の自治体職員（課長級）に対する働きかけ頻度
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図 A.134 非営利組織の地方議員に対する信頼度
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図 A.140 非営利組織の自治体関心政策（不）満足度
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図 A.143 非営利組織評価：市区町村の一般影響力

-207 -



O
O
L
 

•.•••.••••••••. . • . • . •••••••• •• . • . • • • ・...........................、

• 
．．

．
 

．．． 
．．． 

．
．
．
 

••• ．
 

．．

．
 

．．

．
 

．．． ．
 

．．

．
 

．
．． 
••• 

．
．
．
 

．．． ．．． ．．． ．．． 
．．． 

．．． 
．
．
．
 

••• 
．．． 

••• 
．．． 

．．

．
 

．．． ．．． ．．． 

• 
．．． 

••• ．．

．
 

．．． ．
．． 

．．． ．
．． 

．．． 
．
．． 

．． 
••• 

．．． 
．．． 

．
．． 

．．． ．
．
．
 

．．． 
．
 

．．． 
．
．． 

．． 
.•• ．．． 

•
•• ．

．． 
．．． 

••• 
．．． 

.•
• ．．． ．

．
．
 

•.• 
●
`
.
 

: :~~:: :::::: ~:::::::::::: ! : : : : ~::::: :::: ::::: ::::: :::: ・::: ! : : : : i 
: : : : :~: ::: ::::::: ::::::::::: ::: :: :::::::::::::: :::::::::::::: ::: 
: : : ： : :,: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 
:：：:：：：O蛉：：：：：：：：：：：：：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： ：：：
: ： :::::::: .. :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
:：：：：：：：：：：：~ec論.: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 
·········· · ···· · ·:~· · ・・・ ・・・・・ ・・・・・・・ ・・ 

: ~::: ~:: ~: ~: ~ ~: : :~::: ~: ! : : ~::::: ! : : ~i~::::::::: ．．．．． ．．．．．．． ．．． 

: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ・：：：：：：：: : : 叡~·..... . . . :::::::::::::::::::: 
.... ~ 蛉. ....

: :::::::::::::::::::::::::::::: ............ ~... :::::::::::::: 
:: : ::::: :: : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::~o::::: : :::: : :: 
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ヘ：:: :: : : : : : 
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~•:::::: 

oco 

0
9
 

ゞ゚

〇
寸

O
N
 

゜
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図 A.160 非営利組織の会員交流：一般会員同士の対話
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